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  第一章 概観


  エリシャとエリヤのつながり


  列王記下の大部分は、預言者エリシャの生涯と務めに関係しています。そしてエリシャは疑いなく、復活の力の中で生活行動している教会の旧約聖書的絵図と型を私たちの前に示します。エリヤの務めがエリシャの務めに席を譲る場面を、私たちはよく知っています。主が火の戦車でエリヤを天に引き上げられた時、エリシャはこの携え挙げ、この昇天と関係していました。彼はその場に居合わせて自分の主人が引き上げられるのを目撃し、エリヤの霊の二つの分を受けたいという願いをかなえてもらったからです。


  エリヤはこのようにとても明確に昇天の主イエスの型となっており、また、主の霊の二つの分である聖霊の型となっています。聖霊は教会の上に臨んで、「……これよりも大きなわざを行います。なぜなら、わたしが父に行くからです」という主ご自身の御言葉を成就されます。主イエスの場合、彼の後に教会が続きました。教会は御霊の豊かさによって前進し、キリストが肉体の中におられた時になしえたよりも大きな規模で、キリストの務めを遂行しました。キリストが肉体の中におられた頃の祈りは、「わたしが受けるべきバプテスマが成就されますように」というものでした。なぜなら、彼は地上に火を撒き散らすために来られたからです。この撒き散らしは、十字架のバプテスマが成就されるまでは不可能でした。ですから、肉体の束縛からの解放を彼は望みました。この受難のバプテスマが成就されて、彼が栄光の中に移された時、この火が地上に撒き散らされ、彼の教会を通して彼の願いが成就されました。彼の制限は取り除かれました。


  これがエリヤとエリシャの務めに予表されています。ですから、エリシャと共に来たものは、教会と共に来たもの――復活の力の中にある御霊による豊かさ――です。昇天したかしらの豊かさを示すために、復活の立場に基づいて登場するエリシャから、私たちは始めます。エリシャは復活の力を示しており、この立場に基づく生活の完全な意義を示していますが、この事実は彼の生涯の諸々の際立った出来事から十分証明されます。それらの出来事に目を向けるなら、それは第一に死から命に移る問題であり、第二に制約から豊かさに移る問題であることがわかるでしょう。


  最初はエリコの水です。


  エリコの水


  エリコの水と、新しい壺と、塩です。これらのものによって、水は癒されました。そして、地の産物は死と腐敗の束縛から解放され、生き生きとした持続的で豊かなものにされました。次は、同盟を結んだ三人の王です。


  同盟を結んだ三人の王


  彼らは水不足のせいで困り果てた状況にあり、モアブ人の手に渡される危機に瀕していました。信仰によって谷に溝を掘ったところ、物音も壮観も伴うことなく、静かに水の奔流が流れ下りました。次に、敵に捕らわれている状態から、略奪者の手から解放されました。これは満ち満ちた復活の命の力です。


  やもめの油


  災難がやもめを襲い、彼女を窮地に陥れました。そこには少なからぬ多くの容器がありました。命のこの豊かさは注ぎ出された油によって予表されています。それを制限していたのは神の側ではなく、人の側でした。


  婦人の息子


  婦人に息子が与えられ、取られましたが、死者からよみがえらされました。これは復活の力、命のこの豊かさを物語っています。


  毒された煮物


  預言者の子たちが、壺の中に死を見いだしましたが、その中に食物を入れることにより、死の要素は滅ぼされました――死は命、豊かさ、満足へと変えられました。


  シリヤのらい病人ナアマン


  彼はヨルダン川で身を清めました。あるいは、バプテスマされたとも言えます。ヨルダン川の意義を少しでも知っている人なら、それが何を物語っているのかわかります――死は命に、キリストの復活の力の豊かさに変えられたのです。


  外れた斧の頭


  再び預言者の子たちが登場します。彼らは自分たちの学校を建てていました。斧の頭が外れる事件が起きて、水の中に落ちて沈んでしまいました。木の枝を投げ込むと、鉄が浮かび上がりました。ここでさらに、死に打ち勝つ命の奇跡と、十分な満足を見ます。


  群衆を養う


  わずかなパンで群衆が養われました。


  見えない騎手たち


  危機と切迫した死の日に、これがありました。


  弓矢


  これは解放の弓でした。最後はエリシャの死です。


  エリシャの死


  彼の骨に触れた人が生き返りました。


  ですからエリシャは、最初から最後まで、復活の力、豊かな命の意義のきわめて顕著な型です。


  これはみな、一つの総括的真理の各面であり、各々がそれに関連した固有のメッセージを伝えます。後になるまで、そのどれにも特に触れるつもりはありません。これらを概観したのはただ、エリシャが実際に何を象徴しているのかについて明確に理解するためであり、また、先に進むための足がかりを得るためです。


  普通の仕事によるエリシャの備え


  いま私たちが専念するのは、エリシャが公に完全に姿を現す前の、彼の生涯の準備段階と関係しています。常に準備段階があり、主の側で私たちを取り扱う準備的取り扱いがあります。


  エリシャが私たちの前に姿を現すこの最初の時は、とても意義深いです。これは主が一人の男性や女性の上に御手を置いて、より豊かな主の証しのこのような器を建て上げる時に、主が留意されることを示しています。この場面は列王記上十九・十九～二一に見いだされます。


  
   「そこでエリヤはそこを去って、シャパテの息子エリシャを見つけた。彼は十二くびきの牛を前に行かせ、自分は十二番目のくびきと共にいて耕していた。エリヤは彼のかたわらを通り過ぎて自分の外套を彼の上にかけた。エリシャは牛を捨て、エリヤの後を走り、そして言った、『お願いです。私の父母に口づけさせてください。それからあなたに従って行きます』。エリヤは彼に言った、『行って戻って来なさい。私があなたに何をしただろうか？』。エリシャは彼の所から引き返し、牛のくびきを外して殺し、牛の用具を燃やしてその肉を煮、それを民に与えて食べさせたので、彼らは食べた。それから彼は立ち上がってエリヤの後を行き、彼に対して務めをした。」（アメリカ標準訳）
  


  ここに、主が注目される生活の特徴、あるいはすでに注目しておられる生活の特徴がいくつか示されています。その目的は、その生活をご自身とご自身の証しとの関係の中に全くもたらすためです。ここに示されているエリシャの特徴は、主の僕になることを願う人々に主が求めておられるものです。


  エリヤが見いだした一人の人は、その徹底した行動のゆえに神聖な記録の中に書き留められて、その記録が後代に伝わった人です。彼は十二くびきの牛と一緒に耕していました。自分の力をすべてこの働きに注ぎ込んでいました。普段の生活で、彼は何も出し惜しみしませんでした。十二くびきの牛は徹底的な行動を示しています。全力で手を尽くすことを示しています。牛は奉仕の力の型であり、エリシャは普段の普通の仕事をしていたにすぎませんでしたが、そこにいい加減さは全くありませんでした。特筆すべき実直さで仕事をしていたのです。これはとても単純なことに思われるかもしれませんが、主はご自身の僕たちを観察して、まさにこの点に注意されます。私たちは全力で主に仕えられるようになる時を待っているかもしれませんが、その待っている間、私たちは他の線に沿ってほんの少し手を抜いているかもしれません。言い訳もできるかもしれませんが、次のことは確かです。すなわち、もし主が普段の生活の歩みの中に怠惰さをご覧になるなら、もし他の方面に気を取られている痕跡が少しでも見つかるなら、主は決してあなたを主の復活の力を現す務めに就かせませんし、あなたを主の務めの中で特に有用な者ともされません。いわゆるライフワークを待つことには無限の危険性があります。待つことは積極的性格を帯びているべきであり、待っている間、私たちは何をするにしても百パーセント未満であってはなりません。


  これは警告の言葉であり、この警告を発しないわけにはいきません。これはあまり言いたくないことですが、多くの人が主の働きのために備えるのを観察して見守ってきた私たちが述べる必要性を感じていることです。主が訪れて、「さあ、わたしがあなたのために用意した働きに乗り出す時が来ました」と言えるようになる前の時が、あまりにも多くの場合、いかに通常の普通の仕事に対する一途さに欠けたものであるのかに、私たちは注意しています。いわゆる「普通」のことが霊的なものに対して二番目の地位に置かれており、さほど重要ではないもの、あまり勤勉さを要さないものと見なされています。


  これ以上述べる必要はありませんが、これは私たち全員がとても注意深く警戒すべきことです。主は生活の普通の仕事を見ておられ、大して霊的価値があるとは私たちには到底思えないことを見ておられます。それは、こうしたことで私たちが勤勉かどうかを見るためです。主ご自身が「最も小さなことに忠実な者は、大きなことにも忠実です」と仰せられたことを、私たちは思い出さなければなりません。これは一つの法則です。最も小さいことに忠実であることが、増し加わりのための資格なのです。


  預言の務めをエリシャが全く想定していなかったこの最初の段階から、これがわかります。彼は自分の務めのために準備中の預言者の子たちのようではありませんでした。エリシャが預言者になる運命にあるとは何も述べられていません。そのような考えが彼にあったのか、私たちにはわかりません。私たちにわかるのは、彼が畑仕事をしていたこと、彼が全力をそれに注ぎ込んでいたこと、そして主がそれを考慮されたということです。多くの人が霊的働きと称しているものに彼が思いを馳せる前に、神はこの人がご自身と共に長い道のりを歩む人であることをご覧になりました。もちろんエリシャは敬虔な人であり、自分の仕事に勤勉なただのこの世の人だったわけではありません。


  「これは天然のものをあてにすることだ」と言う人もいるかもしれません。たしかに、主は人々の霊を考慮されます。そして、たとえある人が方法や道についてしょっちゅう間違いを犯したとしても、主はその人の心をご覧になります。パウロ自身のことを考えてみましょう。彼はたしかに盲目であり、彼が取った道は大きな誤りでした。しかし、彼はその道を全力で取ったのです。彼がしたことは彼が全身全霊をかけて行ったものであることに疑いはありませんでした。主はそれを考慮されなかったとは言えません。どんな分野でも、主は勤勉さ、熱心さ、一途さを考慮されます。主がそのような男女をとらえる時、主は彼らに深い強烈な学課を教えなければならないかもしれませんが、主はご自身に相応しい器を得たこと、そしてその器はご自身と共に進む器であることをご存じです。


  これは単純な言葉であり、くどい小言じみていますが、重要な言葉です。私たちが今いるところで全力を尽くさないかぎり、「さらに高く上りなさい」と主が仰せになる見込みは皆無です。喜ばしいことに、エリシャのような人々もいます。彼らは単純作業、普通の働き、人々が特に霊的奉仕とは称さない働きにひたすら専念しており、最終的に主は「もう十分です」と仰せられます。これが備えです。主はこれを考慮されることを覚えておいてください！


  すべては御霊からである


  エリシャの事例で次に続くことは、彼の召しを示す暗示と密接に関係しています。エリヤは自分の外套を放って彼を覆いました。その後、エリシャは後退したかのように見えます。彼は新約聖書の中で「まず私の家の者に別れを告げさせてください」「主よ、まず行って私の父を葬らせてください」と言った人と確かに同じであるように思われます。しかし実のところ、何かさらに深いものがエリシャの内に刻まれて、そのせいで彼はしようと思っていたことができませんでした。道すがら彼がエリヤに言ったように別れを告げたことは何も記されていません。記されているのは、彼が行って、後にあるものをすべて捨てたということです。彼は自分の橋を焼き、直ちに持ち物を清算し、その収益を分配して、エリヤの後についていきました。ここにも、徹底さのしるしが見られます！


  ここに記されている人は、「まあ、上手くいかなくて、自分の新しい仕事の分野があまり首尾良く運ばなかった時のために、この牛たちを生かしておいた方がいいでしょう。そうすれば、またこの仕事に戻ってこれます！」と言う人ではありませんでした。この召命が彼の心に臨みました。時が来たことを彼を知りました。神が自分に触れてくださったことを彼は知りました。彼の内側深くにある何かが彼を虜にして、それから彼は逃れられませんでした。それで彼はすべてを清算して、この内なる召命の道を進んで行きました。


  要点は主に、こうさせたのはエリヤの呼びかけではなかった、ということです。エリヤの言葉の力に応答した際、エリシャは後を振り返ることができました。つまり、別れを告げに行こうと考える余地がありました。しかし、エリヤの言葉よりも深い何かがありました。神からの何かが彼の内側に臨み、感傷や地的な事柄にすぎないものを全く取り去り、過去を断ち切って主のために出て行くという働きを彼に徹底的に行わせたのです。主の働きの中に入る時、人の声よりも深い何かを聞くことが大切です。外側の訴え以上のものがなければなりません。働き人を求める多くの訴えや強い促しが、そのために整えられた諸々の集会であるかもしれません。外側からの訴えがありえます。促しがありえます。「あなたは行くべきです。神は本当にあなたを召しておられます」と私たちに告げる人々もいるかもしれません。しかし、それでは決して十分ではありません。神がいかなる外側の訴えよりも深い所で語っておられるのを、私たちは自覚しなければなりません。神が何かをなさったこと、そしてそのせいで昔の関係、昔のつきあい、昔の関心を保持することは到底できないことを、私たちは自覚しなければなりません。このより深い要求がすべてに決着をつけたこと、そして私たちにできる唯一のことは完全に過去を断ち切って主と共に出て行くことであることを、私たちは自覚しなければなりません。


  これもまたとても初歩的なことですが、とても重要です。人の訴えかけの力や促しに押されて出て行く人がとてもたくさんいますが、これは常に非常に危険なことです。同様に危険なのは、人々の上に手を置いて、彼らのなすべきこと、神が彼らにさせようとしておられること、彼らの召しの内容と場所を告げることです。人々の人生に関して人々から全く手を離して、人々を主に委ねるよう努めようではありませんか。人々のためにその人生行路を何とかして形造ろうとするよりはむしろ、人々から数千マイル遠くに走り去ろうではありませんか。神が語っておられないのに、自分の影響を人々に及ぼそうとするなら、私たちはその生活を壊すだけです。私たちの心に影響を及ぼすものは、主の御言葉以外に何もあってはなりません。だれかが話をして、その人を通して主の御言葉が矢のように正鵠を射るかもしれませんが、それが確実なものとなるには、それ以外の要素がなければなりません。それを得る時、私たちにはそれがわかります。神が語られると、すべてが変わるのです。


  興味深いことに、その日からエリヤの務めの終わりまで、エリシャの消息を聞くことはいっさいありません。これはもっともなことです。列王記下の第二章で、エリシャがその主人であるエリヤの携え挙げに関連して登場します。この章には三つの要点があります。これらの要点は、証しのこの器を準備するためのこの準備段階の要素です。


  １．信仰と忍耐の試練


  最初の点は、召されたことを知った後にエリシャが受けた信仰と忍耐の試練です。エリヤは一方でエリシャを振り払おうとしているように思われることがわかります。これは有名な物語です。「ここにとどまっていてください……」「ここにとどまっていてください……」「ここにとどまっていてください……」。このようなエリヤの一つ一つの促しに対して、エリシャは「主は生きておられます。またあなたも生きておられます。私はあなたを離れません」と答えました。他方、彼らが訪れた至る場所で、預言者の子たちは、「主が今日、あなたの師事する主人をあなたから取られるのを知っていますか」と言って、彼を落胆させて思いとどまらせようとしました。この繰り返しに励ましの要素は皆無です。エリシャは「ええ、わかっています。あなたたちは黙っていてください」と言います。それは私には全く関係ありません。私は最後まで従い続けます。これを最後まで見届けます。主人を取り去ることが主の御旨かもしれませんが、それが起きる時、私はその場にいるつもりです。こういうわけで、エリヤがエリシャをとどめようと繰り返し努めた意図が何だったにせよ、この人に少しも影響を及ぼせず、振り払えませんでした。エリシャは辛抱強さと忍耐をもって信仰を行使しました。辛抱強さと忍耐がこの章の際立った特徴です。


  どのような面で彼の信仰は行使され、またどのような面で彼の忍耐は試されたのでしょうか？エリヤはエリシャが必要とするものを持っていました！このような局面では、落胆して振り落とされる人もいますが、他方、他の人々は進み続けます。「これは酷い言葉だ。誰がそんなことを聞いておれようか？」「それ以来、多くの弟子たちは去って行って、もはやイエスと共に歩まなかった」。彼らは多かれ少なかれあっさりと落胆して立ち去りました。主は十二人の方を向いて言われました、「あなたたちも立ち去るのですか？」。シモン・ペテロは答えました、「主よ、私たちは誰のところに行きましょう。永遠の命の言葉を持っているのはあなたです」。主は必要なものを持っておられ、立ち去ることなど思いもよりません。振り落とされて落胆することなど思いもよりません。主と共に進み続けることしか考えていませんでした。なぜなら、主はこの命の本質的要素を持っておられたからです。自分の人生や務めのために必要なものをエリヤが持っていることをエリシャは知っていました。それでエリヤは「私にしてほしいことを求めなさい」と言いました。エリシャは答えました、「あなたの霊の二つの分を私に継がせてください」。エリヤは答えました、「あなたは難しいことを求める。あなたがもし、私が取られて、あなたを離れるのを見るならば、そのようになるでしょう……」。エリシャはエリヤが本質的なものを持っていることを知っており、振り払われたり、あっさり落胆したりしませんでした。エリヤは彼を払いのけようとしているように思われましたが、他方は払いのけられることを拒みました。彼は命がけでエリヤにしがみつきました。それに加えて、彼は信仰に関して、また忍耐強さに関して試みられました。


  これはエリシャの備えの一部であり、主のすべての真の僕たちにも言えます。彼らはまさに最後の一滴まで忍耐を試される経験を通ります。この試みは、主さえも自分たちを振り払おうとしているかのような線に沿ってなされます。これはとても荒っぽい言い方ですが、こういうことはしょっちゅうあります。見た目だけですぐに判断して落胆し、「主は私を欲しておられないのだ。結局のところ、自分は召されたと感じているけれども、主はこれを実現してくださらないのだ」と思ってしまうのです。まるで何度も何度も戻されるように見えます。あなたには落胆するおそれがありますか？振り払われるおそれがありますか？あなたの信仰はあっさりと譲歩してしまうおそれがありますか？もしそうなら、この召しに関してあなたは少しも役に立ちません。キリストの復活の力を証しする僕になりたいなら、あなたは非常に多くの問題に直面するでしょう。もし可能ならあなたを戦いから締め出そうとするものに直面するでしょう。始める前に確立されることが大いに必要です。ある程度、これによって、あなたを逸らして落胆させるのは容易ではないことが立証されます。


  エリシャは試みをくぐり抜けました。一方において、彼自身の主人が試みの原因であり、他方において、霊的な立場にある人々、すなわち預言者の子たち――霊的知識を持っているはずの人々――は励ましどころか、むしろ落胆させるものでした。多少なりとも公的に霊的地位にあるがゆえに助けとなるべき人々が全く励ましにならないことが、あまりにもよくあります。私たちを引き戻そうとするのです。私たちに残されているのはただ、「主は私を召してくださいました。私はそれを知っています。主は私をこの道に導いて、私が取ったこの一歩を踏み出すようにされました。私は自分の橋を燃やし、すべての絆を断ち、主に向かって踏み出しました。今、私がこうしたのに、主は私を試しておられます。私に確証や励ましを少しも与えてくださらないように思われます。主の公的な代表者たちは全く助けになりません。それにもかかわらず私はそれを固持して、神と共に進み続けます」ということだけです。このように進み続けられる男女は、神にとって価値あるものとなります。


  召命と思われる道を行くとき、あらゆる方面から励ましを受けるのはとても素晴らしいことです。主が同行してくださって、あらゆる形で召しを確証してくださるなら、そして、他の人々がみな、「私たちはあなたの味方であり、あなたを支持します。私たちはあなたを支援して支えます」と言ってくれるなら、それはとても素晴らしいことです。私たちはその道を元気に進んでいけます。しかし、主が特別かつ明確な御旨や主権的行動を私たちに示してくださらない場合はどうでしょう。主がご自身を隠されて、私たちが目にするのはむしろ前進を阻もうとするものの場合はどうでしょう。主の側から見てもそうだったらどうでしょう――最大の困難の一つは主がご自身を隠されることです。ですが、主はそこで隠れて事を行っておられ、見事に事を運んで拡大と豊かさに導いてくださいます。ただしその間、主は肉が手にできるものを何も許されません――このとき重要なのは神と共に進み続ける信仰です。主がご自身を隠して、私たちを落胆させるものを視野の中にたくさん残しておられるかのように思われる時でも、神と共に進み続ける信仰が大切です。そのような時、その中に立ち入れる人はだれもいません。目を向けて何か助けを得られそうな他の人々は、私たちに対して何の役にも立ちません。彼らに言えるのは憂鬱なことだけです。「主が今日、あなたの師事する主人をあなたから取られるのを知っていますか」。エリシャはこれに対して少しもいらついているようには見えません。こんな風に言えたかもしれません。「あなたたちは病んでいる人々です。もっとましなことを何も言えないなら、私がすぐにあなたたちを黙らせましょう！」。彼らは全く元気づけてくれません。励ましを求めて私たちが目を向ける人々も、往々にしてこうです。彼らは困難や、物事の暗い面を見て、私たちが頭を突っ込むことになる問題や、私たちに襲いかかるであろう災いについて私たちに告げます。問題は、「あなたは神と共に進み続けるのか？」ということです。エリシャは進み続けました。御言葉は「彼ら二人は進み続けた」と述べています。さらに広い場所に至る何か、主にとって重大な何かがここにあります。


  ２．高き所からの力の秘訣を学ぶ


  エリシャが学ばねばならなかったもう一つの学課は、彼は力ある人であり、自分自身を徹底的にささげて、何をするにしても自分の天然の力をすべて傾注する人だったにもかかわらず、力は高き所からのものでなければならないことでした。「人は勤勉で熱心でなければならず、自分の力をすべて諸事に注ぎ込まなければならない」と述べたことと、「たとえそのような人でも、霊的に十分に有用な者になるには、そのための力は自分自身のものであってはならず、高き所からのものでなければならない」ということは決して矛盾しません。主は以前このような人のことを評価されたかもしれませんが、熱意と熱心さに満ちていたパウロですらそうだったように、人はすべての力を自分自身ではなく上から引き出す地点に達しなければなりません。力の秘訣は高き所からの力、遣わされた御霊であることを、エリシャは学ばなければなりませんでした。その時だけ、私たちは生ける証しになります。その時だけ、私たちはこのような証しの器になります。いま述べているのはキリスト教の一般的な働きのことではなく、主が私たちの内に豊かな証しを持つようになられることについてです。主の豊かな証しとは、まさに私たちの存在におけるキリストの復活の力の現れです。そのためには、私たちの存在のどの部分においても、力は自分自身によるのではなく、上におられる方によるものである、という地点に達しなければなりません。神の右手に上られた御方こそ、私たちの力の源であり、私たちのエネルギーの源泉です。彼が生きておられるので、私たちも生きます。彼の力により、ただその力によってのみ、私たちは生きて働きます。栄光の内におられる主こそ私たちのエネルギーです。エリシャはこれを型として学びました。この先ずっと、彼の資源は上からの御霊、昇天した彼の主人の霊でなければなりませんでした。私たちはこれをますます深く学ばなければなりません。


  ３．ヨルダン川から始める


  最後に、彼はすべてがヨルダン川から始まる地点に達しなければなりませんでした。エリヤとのこの旅の最後の段階、そして御霊の下における彼の旅の最初の段階は、ヨルダン川においてでした。彼はエリヤと共に死をくぐり抜けました。そして、復活の力の中でヨルダン川から戻ってきました。預言者の子たちである五十人は見つめていました。そして、彼がヨルダン川を渡って戻って来るのを見た時、「エリヤの霊がエリシャの上にとどまっている」と言いました。彼の出発点――あるいは彼の原点と言ってもいいかもしれません――はヨルダン川にありました。ご存じのように、私たちは主イエスの十字架に根ざす必要があり、キリストの死と復活からまさに始まる命を経験的に知る必要があります。そのような神の僕の命の中に、ある経験が臨まなければなりません。その経験により、一度かぎり永遠に、この命――その良い面も悪い面も、そのすべての力、たとえそれが神の働きのためだとしても――は終わらされなければなりません。その当事者に関するかぎりはそうです。キリスト教の活動、宗教的関心、奉仕のための情熱においてすら、この命は終わらされなければなりません。キリストの復活の力によらないかぎり、すべて不可能です。これを口で述べて教えとして保持することと、これを経験的に知って、主と連携して動こうとする度にこれを自分の存在中に刻み込んでもらうこととは、全く別の問題です。あなたの人生の一日一日が、主の権益に関するかぎり、すべてを主から引き出すものでなければなりません。すべてはキリストの復活の力によってでなければならず、それ以外のものがあってはなりません。これに決着をつけて、心に刻み込み、一度かぎり永遠に確立するには、深いヨルダン川の経験が必要です。これは深い死であり、ヨルダン川の中に深く沈むことですが、これによりキリストの復活の命の素晴らしい証しが可能になります。これにより、キリストの復活の命を知る、巨大な絶えず増し加わる知識への扉が開かれます。


  カルバリは天然の人に対して門を閉ざします。しかしカルバリは、すべては自分自身からではなく神からでなければならないと決意している人に対して門を開きます。エリシャはすべてがヨルダン川から始まる地点に達しました。エリシャの将来はすべてヨルダン川から発しなければなりません。あなたも私もこの証しの器となることを学ばなければなりません。復活の命におけるキリストを知る人々でなければなりません。


  これが備えです。もし主の働きに出かけて行った人が皆、この基礎の上で出かけていれば、全く別の物語が語られていたでしょう。そうしなかった人全員に対して責任を持つのは無理ですが、私たちにできるのはこれが真理であることを理解することです。そして自分たちに関するかぎり、「これを自分にも成就してください」と主に求めることです。これは深い死です！これは終わりですが、始まりでもあります。私たちの課題は――第一に言葉による証しではなく――私たちがいかなる者なのかによるキリストの復活の命に対する証しです。これが私たちの課題だとすると、それを成し遂げられる唯一の立場は次のようなものです。すなわち、それ以外の知識や命のあらゆる領域で私たち自身は停止している、という立場です。そして、これがキリストの十字架によるキリストとの合一の意義です。これが準備です。これが備えです。これが主がご自身の豊かな証しのための器を整えるための出発点です。


  



  第二章 エリコの水


  



  聖書朗読：列王記下二・十九～二二、ローマ八・二〇～二五、一～二、六。


  



  エリシャがエリコに滞在している時、その町の人々が彼の所にやって来て、水の状況とその状況がその土地の作物に及ぼす影響について相談しました。水のせいで作物は実がなる前に枯れてしまい、成熟に至らないというのです。


  この出来事の意義と真価を完全に理解するには、今日までの主の民と関連づけてエリコの歴史を見渡す必要があります。神の民が初めてエリコに出会った時のことを私たちは覚えています。その時、彼らは良き地を占領する直前でした。私たちはその歴史と詳細を知っているので、それを直ちにすべて要約して、その意義を正確かつ完全に理解することができます。


  １．肉を通して働くサタンの力に対するカルバリの勝利の包括的表れ


  この「包括的」という言葉を用いた理由は、良き地でその後に起きたことはエリコによって示されているという事実を再認識してもらうためです。エリコは言わば、万事のしるしであり表象でした。エリコには良き地の完全な征服という意味が込められていました。神がその民にエリコを与えられたこと、そしてその与え方は、神が良き地全土を与えられたことのしるしでした。エリコを復活の初穂と呼べるでしょう。この初穂は代表としてすべての作物を含んでいます。


  エリコはヨルダン川徒渉の最初の結果、すなわち復活の初穂でした。これを理解するなら、主がその民のために与えようとしておられるものがすべてわかります。主がその民のために与えようとしておられるものがエリコによって示されているのです。ですから、エリコはカルバリの勝利の包括的表れであり、特に肉を通して働くサタンの力に対する勝利の包括的表れです。なぜなら、エリコは霊の勢力によって力づけられている肉の力を示しているからです。


  約束の地の実体であるキリストを彼の民の嗣業として学ぶとき、私たちが自分の天的地位につく唯一の道は戦いと争いであることがわかります。エペソ書にある「天上の」地位は、「主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、悪の霊の軍勢」と関係しています。そして、キリストの満ち満ちた豊かさに到達してそれを維持する唯一の方法は、天上で戦うことです。良くご存じのように、悪の勢力の手先、手段は彼らによって力づけられている肉です。そしてまた、ヨルダン川は敵そのものに対する勝利を示しているだけでなく、敵に対する勝利が肉の体を取り去ることによって敵の有利な立場を除き去ったことによることをも示しています。もしこれが霊的戦いにすぎなければ、この戦いは全く人の領域外でなされていたでしょう。そして、そのような人がこの戦いに巻き込まれることはなかったでしょう。ですから、受肉には意味がないことになっていたでしょう。天の霊の勢力が直面しうるのは地獄の勢力だけであり、この戦いは純粋に霊的戦いだったでしょう。しかし、神が肉において現れて悪魔の働きを滅ぼされた事実は、この戦いを別の領域に移します。そしてまた、敵の力と優位性は肉によるものなので、敵を滅ぼすのは肉においてでなければならないことを示しています。主は肉身をとられましたが、それは肉において悪魔の働きを滅ぼすためでした。ですから、カルバリの勝利は肉を通して働くサタンの力に対するものであり、これをエリコは示しているのです。


  エリコ


  （ａ）人にとって手強すぎるもの


  ここに人の手に全く負えないものがあります。偵察が最初に出かけて行った時、大多数の報告は「この任務は自分たちの力を超えている」というものでした。彼らは壁が天に向かってそびえ立つ大きな町々と巨人たちを見ました。彼らの報告は「これは血肉が対抗できるものではなく、無理難題である」というものでした。彼らに関するかぎり、これは至極もっともなことでした。彼らの問題は、彼らが主のための余地を残さなかったことでした。


  肉は常にこのようなものであり、これに対応するものがローマ人への手紙の中にあります。八章に来るまでに七章を読むと、自分がサタンによって力づけられている肉と戦っていることがわかります。この肉を対処しようとする人の試みはすべて、「ああ、私はなんと惨めな人間なのでしょう。誰がこの死の体から私を救ってくれるのでしょう」という叫びという結果になります。七章すべてが、肉を全く対処できないことによる、延々と続くうめきです――「私の肢体には別の法則があって、私の心の法則に対して戦いを挑んでいるのがわかります」。「私の欲している善はしないで、欲していない悪は、これを行っています」。これが肉であり、不活発なものではなく、罪と死の活発な法則によって力づけられており、もちろん、悪の知的勢力によって支配されています。常にこの特別な要素があります。そして、この特別な要素ははっきりとわかります。肉には私たちを捕らえる狡猾な方法があって、したくないことや全く不都合なことを私たちにさせるからです。ある知的存在が全体の時と計画を仕組んでいます。この知的存在は非凡で狡猾な用心深い者であり、神聖な他の事柄と全面的に関わってそれを挫折させます。これはたんなる機械的に働く肉ではありません。これはある知的存在によって力づけられている肉です。ですから、エリコは肉を通して働くサタンの力――人の手には負えないもの――に対するカルバリの包括的勝利を物語っています。


  （ｂ）「七」という数字が示す満ち満ちた豊かさ


  六日間の間、一日に一回エリコを一周すること、そして、七日目には七周することを、主はご自身の民に命じられました。「七」は常に、完璧さ、完整さ、霊的完成を示す数です。ですから、まさに七周することは主の絵図的方法であって、これは征服の完全完璧さを示すものであることを告げています。


  （ｃ）アカン


  さらに、このアカンの要素は意義深いです。アカンの罪に関連する二つのものがありました。すなわち、この罪が取る姿の二つの形がありました。この二つとは金のクサビとバビロンの衣でした。


  ちなみに、金のクサビは利得と関係していました。なぜなら、硬貨ではなく金のクサビが当時その地域で通貨だったことが発見されているからです。これによって商取引や支払いがなされました。一言で言うと、信用はこれらの金のクサビにかかっていたのです。アカンが取ったのは、この世に対して商売的に値打ちのある金のクサビでした。


  他方、バビロンの衣は異国的要素であり、宗教組織、バビロンの宗教組織と関係があったことがわかっています。このバビロンの衣はバビロンの礼拝組織とまさに関係するものだったからです。それはおそらく祭司の衣だったのでしょう。


  金はエホバが要求されたものでした。この町が占領された時、金は主の御旨のために主にささげるよう命じられました。つまり、主は金を要求されたのであり、金はすべて主の資産であり、その権利は主のものだったのです。ですから、アカンは主に属するものを着服して、自分のものにしようとしたのです。これこそ肉が常にしていることです。肉は常に主に属する栄光を横取りします。肉は常に神の権利を神から奪おうとします。肉は常に神の地位につこうとします。


  バビロンの衣について。これは主によって完全に滅ぼされるべき体系全体の一部であり、神に敵対する霊的体制、この世の神によって力づけられている礼拝、神の地位を横奪しようとするその宗教組織を表していました。この組織は、そのすべての付属物、そのすべての機構と共に徹底的に滅ぼされなければなりませんでした。しかし、アカンは唯一の神である神に霊的に敵対しているものを表すものをとっておきました。ですから、アカンの罪はとても深刻な罪でした。


  エリコがいかに包括的なものだったのかがわかります。その特徴はすべて、良き地征服のあるべき姿を予表・予示していました。アカンの罪の裁きによって、神に優先権があること、肉は神のものを横取りしてはならず、神の地位を占めてはならないことが示されました。その地は偽りの霊的組織を表していることが示されました。この組織は一掃されなければならず、一片たりとも残しておいてはなりません。アカンがバビロンの衣を取った時、彼は良き地征服の支配的原理を犯したのであり、神聖な秩序を破る敵の手先になりました。このように、エリコはその全地のあらゆるものの縮図でした。使徒行伝が告げるところによると、主はイスラエルよりも大きな七つの国民を追い出されました。エリコの「七」という数は、滅ぼされるべきこの七つの国民の象徴であり、エリコで仮想的に滅ぼされたのです。


  このように、サタンによって力づけられている肉、そのすべてに対するカルバリの包括的勝利があります。これが第一にエリコが物語っていることです。


  ２．十字架の力を信じる信仰の全能性


  これはすべて信仰の働きでした。一日に一周することは信仰の働きでした。毎日、この行進が行われましたが、何も成し遂げられたようには思われませんでした。一日の終わりを一日の始まりと比べると、究極的結果に近づいたように思える日は一日もありませんでした。六日間の最後になっても、人が判断するかぎり、全く何も成し遂げられませんでした。六日前に始めた時と比べて、人々は征服に向けて少しも近づいていませんでした。七日目に人々が一回、二回、三回、四回、五回、六回巡っても、何も起きる兆候はありませんでした。信仰が育まれて、究極的信仰、第七段階の満了、信仰の霊的完成に至りました。次に、信仰が完成点に到達した時、信仰を表明する必要がありました。声を出して叫ぶ必要がありました。「そんなことは全く馬鹿げた、空しい、愚かなことだ」と反対する非常に多くのものに直面していたにもかかわらず、そうする必要がありました。そんなことはまるで無益であることを示す証拠が山ほどあるように思えたでしょう。しかし、そのような証拠の山を前にして、信仰によって勝利を叫ぶことを命じられました。信仰が育まれ、拡大されました。敵のすべての力に対する十字架の御業の無限の価値を信じる信仰です。信仰がこの点に達する時、神が到来してカルバリの正当性を示されます。これがエリコによって示されている、十字架の力を信じる信仰の全能性です。


  ３．サタンによって力づけられていたアカンのすべての働きの上にとどまる呪い


  ヨシュアはエリコを呪いました。そして、エリコはサタンによって力づけられている人のあらゆる働きを示すものになりました。サタンによって力づけられている人のあらゆる働きの上に呪いがとどまることを理解することがとても重要です。これはエデンの園にまで遡るものであり、歴史全体を通してそうです。この呪いの特徴は二重です。


  （ａ）死


  ここに、霊的死が何であるかの絵図があります。霊的死は存在の停止どころか、膨大な活動を伴いつつ進行するものです。霊的死には多くの働き、多くの活動があって、大量のエネルギーを注ぎ出しますが、長期的に見て、それらすべての働きを正当化する決定的な何かに欠けています。エリコの水にはこの本質的要素が欠けていました。人々は畑で労苦して、身を入れて働きました。耕し、世話をして、見張りました。彼らはあるところまで成功を収めました。あるところまで彼らの労働の成果が見られました。しかしその後、すべてが止まってしまいました。その時から、成長がやんで、しぼんでしまったのです。


  （ｂ）虚無


  これが霊的死の性質です。これが「虚無」とパウロが呼んでいるものです。働き、労し、エネルギーを注いでも、決して成熟に至りません。そこに達するよう神が意図された最終段階に達しません。死と虚無！虚無は霊的死の仕業です。虚無は必然的に肉のすべての働きの性質です。たとえその働きが上辺は神のためのものだったとしてもです。あるところまでは成功するように思われますが、それ以上先に進みません。それ以上、進展がありません。確かに、肉によって何かを生み出すこと、ある点まで達すること、ある程度の成功を収めることは可能です。しかし、もしそれが肉の働きなら、そこそこ進めるだけで、あとは消え去ってしまいます。主の御名によってなされてきた非常に多くの働きがこの印を帯びています。神の働きのために非常に多くの活動がなされてきましたし、大量のエネルギーや多くの組織的努力が傾注されてきました。まるで大成功を収めたかのように見えます。人数が記載され、総計が出され、報告書が提出されます。それから数年後にその成果を見に行くと、成果はどこにあるのでしょう？その大部分は無くなってしまっています。その働きは神のためのものであり、最善の意図をもってなされましたが、人によって生み出されたものだったのです。そこそこ進んだだけで、決して完成に至りませんでした。これは常にそうです。これを悟ることは、キリストの外にいる人々にとってだけでなく、主の民にとっても重要です。旧創造の水準を決して超えられません。パウロは言います、「被造物は虚無に服している」と。これから逃れることはできません。


  これが最初のエリコです。これがすべてエリシャに受け渡されました。このエリコの歴史がエリシャの時代に引き継がれました。ですから、エリシャが表しているもの、彼がこの状況をどう対処したのかを思い出す必要があります。


  エリシャは復活の力を表しています。ですから、彼が死と大いに関わりがあったこと、そして、彼の道に最初に舞い込んできたまさに最初の出来事がこの線に沿って死を対処することだったのは、意義深いことです。彼は昇天した主と連携して、復活の立場に基づいて登場します。


  エリシャの原点はヨルダン川にある


  彼の原点はすべてここにありました。彼は言わば、カルバリに根ざして立ちます。これが彼の生涯と務めの主な意義です。エリヤの外套を受け取った時、彼は死に対するこの勝利の力を立証しました。彼がヨルダン川の水を打って、「エリヤの神である主はどこにおられるのか？」と言うと、水がこちら側とあちら側に分かれたので、彼は渡りました。彼はヨルダン川の水で復活した主の力を立証したのであり、この力によって前進したのです。彼の原点はヨルダン川にありました。言い換えると、彼の人生の基盤はまさに十字架の力だったのです。


  パウロはとりわけ新約におけるこの実例です。そうである以上、パウロの原点が十字架にあったことも同じように明らかです。他の使徒たちに優って十字架の力について知っている使徒がいるとするなら、それはパウロです。彼はあらゆる領域で勝利するその普遍的な力強い勝利を見ていました。ですから、彼は特別な形で復活の命の使徒なのです。


  エリシャの力は復活にある


  特に、これが持つ一つの意義について指摘しましょう。復活にある彼の力は、この性質のものでした。復活の立場のゆえに、彼は対処すべき状況の外側に完全に立っただけでなく、その状況を超越しました。復活が常に意味するのは、私たちはこの世の外側にあるということです。復活後、主イエスは二度とこの世にご自身を現されませんでした。復活後、ご自身をこの世に向かって個人的に現されませんでした。復活が意味するのは、彼はこのような意味でこの世から出て、それから離れて立たれたということです。この世に対する彼の力は、世から離れていることにありました。彼がこの状況を対処できるのは、彼がもはやその状況に巻き込まれることはないからです。復活が意味するのは、私たちは霊的にこの世の外側にあって、それを超越した立場にあるということです。


  ですから、エリシャは死の光景の中を、それによって打ち負かされずに進めました。むしろ、その状況を常に超越して、絶対的権威をもって対処できました。彼は決してその状況の一部ではなかったからです。彼の力はこれにありました。


  私たちはキリストの復活の力によって生きるすべを学ばなければなりません。それは、私たちの周りにある死が私たちに影響を及ぼして、私たちを捕らえることがなくなるためです。主イエスとの復活による合一が意味するのは、私たちは周囲にある死に巻き込まれることがないということです。死の光景の中を進んでも、死は私たちに触れません。死のただ中で命の中にとどまること、これは学ぶべきとても重要な学課です。


  エリシャの権威は油塗りにある


  彼は御霊を受けていました。エリシャには何かしら独特な点があることがわかります。彼は油塗りを受けた唯一の預言者でした。王たちは油を塗られました。祭司たちも油を塗られました。預言者たちは油を塗られませんでした。しかし、エリシャは独特であり、唯一の例外でした。主はエリヤに、エリシャに油を塗って後を継がせるよう仰せられました。これには独特な意味があります。エリシャは後継者だからです。これはエリヤとエリシャは二つの部分からなる一人の人であることを意味します。


  これを新約に適用すると、その本体はかしらであるキリストと、そのからだである教会であり、この両者は一つの油塗りの下にあります。教会はまさに地上におけるキリストの器であり、その目的はこの油塗りの力によって御業を遂行することです。エリシャの油塗りの真価・力は、エリヤの天への昇天に基づいて有効になりました。


  エリシャの権威はこの油塗りのおかげです。油塗りが常に意味するのは、神はご自身を委ねておられ、神の権威はこの油塗りのあるところにとどまるということです。


  エリシャがからかわれたささやかな出来事を見てください。子供たちが出て来て、「上れ、この禿頭」と言いました（子供たちと訳されているのは残念なことです）。原文には子供たちという意味は全くありません。これは若者たちを指すのに使われる言葉であり、チンピラたちを指すのにも使われます。明らかに、これは相当大きな一団でした。その中の四十人が熊によって傷を負ったからです。これは若者たちの大きな一団で、主の僕をからかうために出て来た者たちでした。彼らはエリヤの昇天を念頭に置いて、事実上、「エリヤが上って行ったように、お前も上って行け」と言い、携挙を嘲ったのです。今日、携挙の概念を嘲る多くの人々がいます。しかし、さしあたっての要点は、エリシャは即座に、自分の上にとどまっている権威を行使して――天罰として――彼らを呪った、ということです。すると、熊たちが現れて彼らを掻き裂いたので、多くの人が裁きの下で苦しみました。エリシャの権威は上からのものであって、復活の立場に基づいており、油塗りによるものでした。


  エリシャの器は新しい壺である


  原点であるヨルダン川、復活による力、油塗りによる権威、これらはどれも旧創造には当てはまりません。これらをすべて行使して、このような霊的生活を送るには、新しい壺が必要です。この新しい壺とは、キリスト・イエスにある新創造です。この新創造はこの立場に立つものであり、主とのこのような関係にあります。その土台は十字架にあり、その命は復活にあります。また、その権威は聖霊によります。


  エリシャの手段は塩である


  塩は朽ちないもの、腐敗や死に対しても朽ちずに対抗して勝利するものの象徴です。これは主イエスの復活の命以外の何物でもありません。この復活の命は死や腐敗に力強く対抗します。


  これらのものがすべてエリシャの中にありました。これらのものがすべて詰まっているこの人が、エリコの水に導かれました。この人がキリストの復活の命、死に打ち勝つ勝利の命の型であることは、きわめて明白ではないでしょうか？


  この型がこんなにも完全に、豊かに示されています。しかし、その霊的意義は何でしょう？それは私たちにどう適用されるのでしょう？ローマ書八章を見ると、これがきわめて明白に示されていることがわかります。その後半の節、二〇節から二五節に、全被造物の生活の霊的背景が示されています。そこで使徒が述べているように、被造物は虚無に服しています。これは神意によるものでした。ある時、何らかの理由で、被造物は虚無に服するようになりました。それには意図がありました。つまり、神は被造物の上にこのような性質を帯びた呪いを置かれたのです。一つの立場によらないかぎり、被造物は決して成熟に至りません。ですから、一つの立場によらないかぎり、全被造物は達すべき目標に到達できません。使徒が言うには、私たちの存在の一部は未だにその中にあります。私たちの体は未だにその中にあります。「私たちは自らの内でうめきつつ、子たる身分を受けること、すなわち、体の贖いを待ち望んでいます」。しかし、使徒が言うには、被造物――私たち自身もこの被造物の中に含まれます――が虚無に服したのには希望があります。すっかり絶望的ではありませんし、希望が無いわけでもありません。しかし、どこに希望があるのでしょう？主イエスは全被造物の代表者です――なぜなら、万物は彼によって、彼のために造られたからです――この被造物は、反逆のせいで、そのために生み出された目的から逸れてしまいました。御父は御子に被造物をお与えになりましたが、今や被造物は堕落してしまいました。では、御父は御子からこの賜物を永遠に奪ってしまわれるのでしょうか？否！御父は被造物を虚無に服させますが、希望があります。今や、主イエスご自身が被造物の代表者となり、人としてその状況の中に身代わりとして入り、まさにその呪いの下に身を置きさえされます。その額の茨はまさに、神が地を呪われるやいなや芽を出した茨と藪の象徴です。この呪いが型として彼の額にありました。次に、彼は呪いの下で死なれます。彼が死なれた時、どこに希望があったでしょう？天然の目で彼を見るなら、どこにも希望はありません。しかし、神は彼を死者の中から復活させられました。ここにすべての希望があります。パウロは言います、「死者を復活させる神によって…」。死者の中から復活させられたキリストは希望であり、復活の初穂です。希望は復活のキリストにあります。希望はキリストにある復活です。


  もう一度、パウロの偉大な章であるコリント人への第一の手紙の十五章を読んでください。復活の意味という主題に関する最高の説明があります。もし死者が復活しないなら、私たちはすべての人の中で最も惨めな者です。私たちの宣べ伝えは空しく、あなたたちの信仰は空しいです。依然としてあなたたちは自分の罪の中にあり、神なく、望みもありません。「しかし今や、キリストは眠った者たちの初穂として、死者の中から復活させられました」。ここに希望があります。


  さて、注意してください。私たちは初穂を持っている、とパウロは述べています。これは真実ですが、私たちの存在中には依然として空虚な領域の下にある部分があります。私たちの体は依然として死の支配下にあります。私たちはまだ完全には贖われていませんが、御霊の初穂を持っています。すでに私たちの内におられる御霊により、復活の命を持っています。これが御霊の初穂であり、希望の根拠です。私たちの内側にはすでに復活の命が宿っているので、私たちの体もまた復活することが保証されています。


  これには現在、どんな益があるのでしょう？「ですから、今や罪に定められることはありません……」。裁きや呪いはありませんし、神の呪いの下にとどまることもありません。「ですから、イエス・キリストにある者たちは、今や罪に定められることはありません。なぜなら、キリスト・イエスにある命の御霊の法則が、罪と死の法則から私を解放したからです」。主イエスの復活により、私たちは呪いから――すなわち、空虚さをもたらす死から――解放されています。そして、進み通して神の御旨に到達できる地点にもたらされています。もはや空虚さが私たちの上にとどまることは全くありません。もはや足止めを食らうことはありません。ある点までは進むのですが、そこで終わりで、それ以上進めない、という立場にはもはやありません。今、進み続けることができます！命の実は成熟に達することができます。なぜなら、呪いによる死の力は、キリストの復活の力によって無効化されたからです。罪定めは取り除かれました。


  キリストの外側にあるすべての人々の上にとどまっているこの大きな罪定めは別として、次のことは真実ではないでしょうか？すなわち、敵からの罪定めの霊の下に落ち込むことを自分に許すなら、私たちはたちまち捕らわれてしまい、その結果、それ以上進めなくなって、手前で立ち止まり、生活はすっかり枯れ果てて、実は落ち始めてしまうのではないでしょうか？これが罪定めの効果です。敵は常に神の子供たちを罪定めの立場に戻らせようとします。それは、キリストの復活の証しを覆すためであり、復活の立場に基づくキリストとの合一の実を台無しにするためです。自分がローマ八章一節の立場にあることを絶対的に確信しておらず、この問題に決着をつけていない人々は、大して進歩しない人々です。そこそこ進んで止まってしまい、その実は熟す前に落ちてしまいます。つまり、彼らは確信をもってはっきりと、「キリスト・イエスにある者たちは、もはや罪に定められることはありません」と確証できる人々ではありません。また、さらに進んで、「キリスト・イエスにある命の御霊の法則が、罪と死の法則から私を解放しました」と確証することもできません。私たちはこれを喜び確信しつつ生きなければなりません。その確実さと素晴らしさに浴しつつ生きなければなりません。すべてを駄目にする敵の力は、私たちが次の事実を見るとき滅ぼされます。その事実とは、私たちの立場は主イエスの十字架に根ざしているということ、そして、私たちはキリストの復活の力により、油塗りの聖霊により天におられるキリストと結ばれているため、もはや罪に定められることがなく、キリストの豊満に至らずにいるべきいかなる理由ももはや存在しないということです。私たちがこれを悟る時、敵は力を失います。


  前に指摘しましたが、ローマ人への手紙の第七章の終わりの節と第八章の始まりとの間にはなんと大きな変化があるのでしょう。この同じ変化が列王記下のこの第二章にも見られます。ローマ七章をエリコの水の章と呼べるでしょう――呪いのせいで死と空虚さの中にあります。これは痛ましい章です。目標に到達できず、何も成し遂げられません。すべてが停滞しています――「なんと惨めな人でしょう…」。第八章は命の中を進み通す扉を開きます。なぜでしょう？使徒がここに第七章を挿入したのは第六章の帰結である第八章の栄光を示すためだったからにほかなりません。第六章はヨルダン川です。「もし私たちが彼に結びついてその死の様に等しくなるなら、さらに、彼の復活の様にも等しくなるでしょう」。「私たちの古い人は彼と共に十字架につけられました。それは、この罪の体が滅びて、私たちがもはや罪の奴隷となることがないためです。それは、すでに死んだ者は、罪から解放されているからです。もし私たちがキリストと共に死んだなら（中略）また彼と共に生きます。キリストは死者の中からよみがえらされて、もはや死ぬことがなく、死はもはや彼を支配しないことを知っているからです」。「このように、あなたたち自身も、罪に対して死んだ者であると認めなさい」。パウロがいわゆる第七章をここに記したのは、これに完全に矛盾することを示して、「これは理論的には真実ですが、自分自身の経験には全く反します」と言うためでしょうか？いいえ！彼が第七章を書いたのは、第六章で扱ったことを示すためです。第七章は実は、第六章で対処された状態なのです。続けて彼は言います。「この状態は対処されており、これが私たちの真の立場であることが、今わかります。これは第六章のおかげです」。――「ですから、今や罪に定められることはありません」。「キリスト・イエスにある命の御霊の法則が罪と死の法則から私を解放しました」。第七章と第八章を一緒にすることはできません。例えば、「しかし、私の肢体の中には別の法則があって、私の思いの法則に対して戦いを挑んでいるのを、私は目にしています」「自分の欲している善はしないで、欲していない悪は、これを行っています」という経験を、「もはや罪に定められることはありません」という経験と共にすることはできません。パウロが述べているのは、第六章は第七章に見いだされるものを対処する神の方法であり、その結果が第八章である、ということにほかなりません。それは開けた道を切り開くキリストの復活の力であり、競技場で死体を引きずって行き詰まっているこの人は、この出口の無い人生、この目標に到達することのない人生から抜け出して、キリストの豊かさへと至る開けた道の中に入ります。なぜなら、復活の立場の上にあるからです。


  キリストは眠った者たちの初穂であり、私たちはこの初穂を持っています。ですから、私たちは初穂であるキリストと復活の中で結ばれています。初穂は常に、それに続く収穫全体の保証として刈り取られます。それに続く収穫はすべて、素晴らしい収穫になります。その一部として、私たちの体の贖いもあります。


  



  第三章 エリシャと預言者の子たち


  



  聖書朗読：列王記下第二章


  



  この章で、エリシャは預言者の子たちに関連して現れます。彼らは他の時にも何度も言及されています。多くの場合、彼らはエリシャとその務めに関連して現れます。これには調べるべき意義があります。その真の意義を理解するために、私たちは主の助けを求めなければなりません。御言葉をいくつか引用しましょう。


  列王記下二・三、五、七、十四、十五～十六。四・三八～四一。六・一～七。


  預言者の子たちとは誰で何者なのか


  この特別な形態の預言の務めの序論のために、サムエルの時代に遡らなければなりません。元々、後に預言者たちが担った働きは、祭司たちによってなされていました。律法や神の道に関して民を指導することは祭司の職務でした。しか士師たちの時代に、祭司たちは大いに堕落して、祭司の奉仕はきわめて水準の低いものになったため、絶滅しかけて、全く非効率的で無力なものになりました。その後サムエルが登場したわけですが、疑いなく彼自身も祭司でした。彼と共に変化が訪れて、彼と共にある改革が臨みました。その一つが預言者学校の設立でした。サムエルを校長とするそのような学校の一つがラマにあったという句が見つかります。それについてはサムエル記上十九章に記されています。


  おそらく述べるまでもないでしょうが、「預言者の子たち」という句を文字どおり受け取ってはなりません。これが意味するのは、この人たちは預言者らの息子たちだったということではありません。彼らは霊的に有望な若者たちであり、霊的奉仕に備えるために一緒に集まっていました。この備えはあるきわめて明確に定められた線に沿ったものでしたが、その主要な目的は一つでした。彼らは律法、特に象徴律法とは異なる口伝律法を徹底的に教え込まれなければなりませんでした。


  祭司の指導は主に象徴律法の線に沿ってなされました。つまり、祭司たちは言葉よりもむしろ行動によって教えたのです。祭司たちが行ったことは、もともと指導する方法でした。しかし、それは象徴や型であり、したがって、民には識別力と判断力が大いに必要でした。象徴的行為を通して神の御旨を洞察できなくてはなりませんでした。状況が純粋な状態にある時、人々は多かれ少なかれ、このような祭司の行動の意義を理解しました。外側の行動によって示された神の御思いを理解できました。士師たちの時代のように、状況が堕落した時、霊的知覚と理解力はほとんど完全に消え去りました。


  エリの健康状態について述べられていることは、民の霊的状態を象徴しています。彼の目は霞んでいたため、ほとんど視力がありませんでした。彼はとても衰弱していたので、自分自身の家庭の道徳生活すら治める力もありませんでした。これは祭司制度末期下の民の霊的状態を二重に表しています。霊的知覚、洞察力がなくなってやんでしまったため、民は道徳的に麻痺して、神の御心にしたがった統治は事実上姿を消しました。それで、霊的洞察力や識別力（当時「幻」と呼ばれていたもの）が姿を消したので、新しい形の指導が必要になりました。それは口伝形式でした。預言者たちの訓練は、神の御心の象徴的表現や予型的表現によってではなく、言葉による直接的宣言によってなされました。ですから、彼らが訓練を受けたのは口伝律法によってであり、彼らは主の御心が何であるのかを、象徴的行為で宣言するだけでなく、自分の口で言葉として宣言しなければならなかったのです。


  これらの預言者学校が設立されたのは、神の御心を直接的方法で宣言する人々を整えることを目的としていました。これに関係する他の事柄もありました。たとえば、神の観点から見た、民の霊的歴史やこの世の歴史です。イザヤ、エレミヤ、ヨナ、ハガイ、ダニエルの預言を読めば、直接的あるいは間接的に歴史に関わる内容がいかに多いかがわかります。それらの内容は学んで得たものでした。ダニエルが告げるところによると、彼は書物を通して知るようになりました。特に、エレミヤ書を学んだことについて彼は述べています。彼はこれらの預言書を通して知識を得ました。エレミヤ書を見ると、この書き物は多くの歴史を含んでいることがわかります。ですから、預言者学校が設立された付随的目的は、「霊的歴史」を教えることだったのです。


  次に、これらの事柄に関係するもう一つの面がありました。それを霊的愛国心と呼べるでしょう。「霊的」という言葉を強調したいと思います。なぜならこの言葉は、神が一つの民を選ばれたこと、一つの民を分離されたこと、この民は諸国民の間で神のために何かを代表していたこと、そして、彼らが神のために代表していたもののゆえに、神は彼らに対して妬み深かったことを示しているからです。ですから、預言者たちは「この民は神聖な使命を果たさなければならない」という聖なる妬みで燃えていました。これが彼らの霊的愛国心の性質でした。彼らはイスラエルの神聖な使命のゆえに、イスラエルに対して妬み深くありました。預言者たちの学校では、いわゆる「霊的愛国心」が涵養されていたように思われます。


  これらの事柄は、預言者学校では二次的・付随的事柄だったと言えるでしょう。本分は預言の務めのまさに本質、すなわち、神の御心を霊感によって啓示することでした。研究や人の知的推論によって示すことだけでなく、霊感によって啓示することでした。神の御心を啓示することでした。なぜなら、神の御心は神の御霊によって啓示されるからです。


  このように、預言者たちは神の示しの道具として、神の御思い、神の願い、神の御旨を宣言するだけでなく代表する手段として立ちました。預言者はたんなる代弁者であってはならず、告げる真理の体現者でなければなりませんでした。ですから、主は預言者たちにある経験を通らされたことがわかります。その経験によって、彼らに任されたメッセージが彼ら自身の心の中に注入されたのです。それは、彼らが代弁者となるだけでなく、その真理の生ける表現となるためでした。


  これはエリシャの時代の預言者学校を彷彿とさせます。彼らの目的は、神の御思いを生き生きと示す人々を輩出することでした。これが、エリシャとこれらの預言者の子たちとの関係の出発点です。


  覚えておくべき、このもう一つの要素があります。預言者の子たちは預言者とは違って、未熟で、準備段階にありました。ですから、エリシャと関わりを持つことで学ぶようになったのです。引用した御言葉を見ると、どの事例にも未熟さのしるしが多く見られます。また、自分の預言の務めを果たして神に仕える地点に彼らをもたらすには何が必要だったのかがわかります。


  エリシャが示していること


  エリシャが何を示しているのかに進む前に思い出さなければなりません。彼は復活の命の力、死に打ち勝つ命、十字架の完全な結果を示しています。エリシャの起源はヨルダン川にあり、そこから彼は始めました。ですから、次のことがわかると思います。エリシャが預言者の未熟な子たちと関わっていたとき、彼らは自分たちの務めにとって何が本質的なのかをエリシャから教わっていたのであり、その教えをエリシャ自身が体現していたのです。つまり、エリシャがすべての務めに必要不可欠な要素を持っていることを彼らは見るようになったのです。


  第二章の、ベテルとエリコにおける、この預言者の子たちに対する最初の言及を取り上げましょう。彼らは言いました、「主が今日、あなたの師事する主人をあなたから取られるのを知っていますか？」。ここで、とても初歩的なことから始めることにします。おそらく、言及するにはあまりにも初歩的すぎるかもしれません。しかし、この中のだれかはこれに注意を払う必要があるかもしれません。この章のこの時まで、これらの預言者の子たちはエリシャを敬っていなかったことがわかります。それどころか、彼らはやや軽々しいぶしつけな態度で彼に話しかけます。エリシャはエリヤの僕にすぎないと見なされています。ですから、この偉大な主人が先に進んで行って、エリシャが彼と一緒にいるのを見るたびに、彼らはぶしつけにも、「主が今日、あなたの師事する主人をあなたから取られるのを知っていますか？」と言ったのです。エリシャはエリヤの僕にすぎず、彼らの態度、姿勢、言葉は、「自分の方が優れている」という彼らの考えを表しています。


  これは霊的高ぶり、欺瞞です。彼らはこの平信徒を少しも尊敬していませんでした。彼らは預言者の子たちです。主の働きの道の中にあります。「奉仕するよう召されて」います。公職者の風格があります。この人には何の官職もなく、最近主人に従うようになったにすぎません。主人が行く所に僕はどこにでも行きます。その霊的意義を彼らは何も感じません。だから、彼を見下します。エリシャが神と共に過ごした隠れた過去を何も知りません。神がエリシャに何をしておられるのか、彼らは全く感知しません。だから、このような高ぶった姿勢、おそらくは見下した姿勢を取ったのです。


  これから、とても初歩的な要素がわかります。しかし、この要素は現代の預言者学校では珍しくありません。これはこの施設が抱えている危険性の一つです。ああ、主に仕えるには「召し」を受けなければならない、という危険性。ああ、主に仕えるための「召し」の危険性！ああ、「自分は主に選ばれた」という意識の危険性！同じようにこの召しを耳にして選ばれていない人々とは違う、と思う危険性！霊的未熟さの印の一つは――顕著な特徴ではないかもしれませんが――欺瞞、高ぶりです。これはとても厳しい言葉です。膨大な知識があるかもしれません。その知識はどれも、特別な大学だけでなく一般的な学派でも与えられるものです。聖書の教えをきわめて包括的に理解しているかもしれません。そしてそれに付随して、霊的高ぶりと優越感があるかもしれません。この道に入らなかった人々、これらの学校を卒業しなかった人々を、何か劣った者と見なしてしまうのです。このような知識がどれほど包括的で膨大なものだったとしても、もしそこにこのような霊的優越感の痕跡が一つでもあるなら、「未熟である」と即断できます。それは霊的成長を少しも示すものではありません。このような人々は最初から学びなおさなければなりません。「霊的高ぶり、優越感、欺瞞から私たちを救ってください」と絶えず主に求めようではありませんか。「欺瞞」という言葉の意味は、「諸事を自分の内に持つ」ことにほかなりません。私たちは時々、「問題の根源は自分の内にある」と言いますが、この句はそれとは全く違った意味です。欺瞞の反対は、すべてを主の内に持ち、自分の内には何も持たないことです。これが霊的成長です。


  ここでは、預言者の子たちのあまり良くない面が示されています。しかし、彼らは未熟な準備段階にあったことを思い出さなければなりません。むしろ、彼らの例から私たちに対する警告を受けなければなりません。神はエリシャの内に何かをしておられました。神は御手をエリシャの上に置いておられました。エリシャと主、主とエリシャの間には、他のだれにも見えない内なる歴史がありました。公職にある人々は全くそれを見抜けず、そのせいで誤解しました。私たちも注意しようではありませんか。主が他の人々の生活の中でなさっている、まだ外側には現れていない働きを、「自分は才能ある、ひとかどの者である」と自惚れて、無視してはなりません。生活の中で進行している深い働き――主がなさっている目に見える働きは今はまだ現れていません――は、私たちには決してわかりません。


  「霊的高ぶりを帯びているものはみな、人を盲目にする」というのは至言です。それは霊的に視力を麻痺させます。ですから、いかなる自己充足も、神が他の場所でなさっていることを見えなくさせます。「主は自分たちと実際に密接な関係にあり、主の関心は最初から最後まで自分たちにしかない」と自己満足しているなら、主がどこか他の場所でなさっている働きを見ることは決してできません。高ぶりは人を盲目にし、霊的感覚を鈍らせます。もしエリシャが実際よりも器量の小さな人間だったなら、預言者の子たちの軽薄でぶしつけな態度のせいで、酷く痛みを感じたとしても無理ありませんでした。しかし、彼は器量の大きな人であり、彼らに対するその後の関係から、彼が少しも恨んでいなかったことがわかります。彼は真に、自分が示しているものを生かし出していました。下界に何の関心も持たない生活、天的な生活、天上の生活を生きていたのです。


  二章七節に進むことにします。この出来事の後、エリヤは携え挙げられ、その外套は落ち、エリシャはヨルダン川の水を打って、「エリヤの神、主はどこにおられますか？」と叫びます。すると、水は左右に分かれて、エリシャはその間を通りました（二・十四）。


  これから十五～十六節に至ります。ここには進展、良い動きがあります。今や、預言者の子たちは、エリシャのこと、神が彼にしてこられたこと、神が彼に与えられた地位を、幾分認識します。エリシャは復活の力を現していることを思い出してください。預言者の子たちがこれをこのような言葉で表現しなかったことは、間違いありません。しかし、彼らの行動を霊的に解釈して解き明かすとこうなります。すなわち、彼らは復活の力の絶対的卓越性を認識し、受け入れ、生活の中でそれに服したのです。つまり、これが自分たちをも支配しなければならないこと、自分たちの全生涯、奉仕、前途は復活のキリストの支配下になければならないことを、彼らは理解して受け入れたのです。彼らは自分たちの務めをキリストの復活の力によって果たさなければなりません。「復活の命が支配しなければならない」という原則に基づいて、復活の主に服さなければなりません。これが霊的解き明かしです。これが、ここでのエリシャの立場の予型的意義であり、この原則を認識して受け入れ、それに服した預言者の子たちの予型的意義です。しかしさしあたって、これは形式的かつ外面的なものにすぎませんでした。つまり、エリシャが霊的に真に示していることの意義や真価が、まだ彼らの内に造り込まれていなかったのです。


  これを新たに経験・適用することがまさに意味するのは、ある偉大な事実、包括的事実に直面する時が来る、ということです。その事実とは、その時から先、生活と務めはすべてキリストの復活の力によるものでなければならず、他の力は全くあってはならない、というものです――復活の主の復活の命の絶対的主権、統治、支配の下になければならないのです。これが私たちに示されて、これを私たちは見、守り、考慮して、「確かに、これは真実です。これが真理であることはわかります。私はこれを受け入れ、これに明け渡し、これに服します」と言うかもしれません。そのつもりです。それから逃れることはできません。それに反駁することはできません。これは私たちにとって決定的真理です。それに黙って従います。それは憤りを催すものではありません。これは私たちのための神の道であること、神がこれを定められたこと、神の御旨はこれであることがわかります。そして、この預言者の子たちのように、それに従い、その時から、復活のキリストという偉大な真理、キリストの復活の命の統治という偉大な真理に同意するようになります。私はそれに自分を委ね、明け渡し、それを受け入れます。その時から、これは私の生活の第一原理になります。


  このような境地に預言者の子たちは達しました。私たちもそこに達します。しかし依然として、このような立場を受け入れることと、その意義を自分の存在のまさに本質中に造り込まれることとの間には、大きな違いがあります。その時から、これは彼らの中に実際に造り込まれなければならなかったことがわかります。それは、これを知性で理解して一般論として受け入れるだけでなく、実際に経験するためです。


  ここでまた、ある難問に直面することになります。なぜなら、神の御旨、神の道、神の意図、自分の生活に影響を及ぼす神の御思いと願い、という偉大な事実と現実に、私たちはたびたび直面して、自分がそれに閉じ込められていることに気づくからです。エリヤの霊がエリシャの上にとどまっていることが、預言者の子たちにとって明らかだったように、明らかになります。その様子を見て、私たちはそれに従い、それを受け入れ、「今からこれに服します」と言います。これはとても素晴らしいことです！これは素晴らしい一歩です！これは確かに、立場上大きな前進の一歩であり、この預言者の子たちは前章でこの立場にあったことがわかります。しかし、決して思い違いをしないようにしようではありませんか。ある立場を知性や心の中に受け入れたからといって、その立場に達したわけではないのです。受け入れたものが実際のものとなるには、依然としてある道のりを行かなければならないかもしれません。依然として、その実際的意義が私たちの中に造り込まれる必要があるかもしれません。多くの人は遺憾なことに、これをとてもはっきりと見ますし、とてもはっきりしています。反論や疑問は全くありません。それは事実であり、決定的です。それから、こう考え始めてしまうのです、「自分はこの真理を確信しており、この真理に圧倒されてすらいるのだから、自分はこれを持っている」と。そして、それについて話し始め、説き始めます。彼らはあるものを見ているのですが、あまりにも多くの場合、それは彼らの生活の中で崩れ始めてしまいます。まごごろを込めてそれを抱きしめたのに、それは経験上実際のものではなかったことに、彼らは気づきます。そして、自分たちが受け入れたものに悩まされるようになります。彼らは――神の観点では――この立場に自分たちを経験的に導く諸々の経験を通りますが、それらの経験はさしあたってそれとかなり矛盾しているように見えます。そこで、往々にして彼らはこう言います、「やれやれ、これはうまくいきません。これが正しいことは確かでした。これに関する知的疑問はありませんでした。今でも、他のものは見えません。しかし、自分に関するかぎり、これはうまくいきません」と。そして彼らは混乱と矛盾に陥り、これを丸ごと捨ててしまいます。他の人々はこの謎のさなかで踏ん張り、神と共にくぐり抜けて、明るい場所に達します。


  この預言者の子たちが理解力をもって何かを受け入れたことは明白です。彼らはとても純粋に受け入れました。しかしこれは、それが彼らの心の中に造り込まれたことを意味しませんでした。神の観点によると、このように――完全に、丸ごと、正直に、断固として――受け入れなければなりません。しかし、それから主はその適用を開始されるのです。


  霊的行程の観点から見ると実に意義深いことに、彼らはエリシャを受け入れて彼に従った後、間髪を入れずに彼との口論を始めました。十六節から十八節でわかります。これは服従違反であり、自分たちの統治原理として彼を受け入れたことを否定するものでした。直ちにわかるのは、全き誠実さで受け入れたのに、それは依然として彼らの存在の一部ではなかった、ということです。その意味するところに気づいたでしょうか？エリシャは死に打ち勝つ命の力であるからには、絶えず死の諸々の特徴に直面することになります。そしてこの出来事は、預言者の子たちが死に門戸を開いた一つの例となりました。エリヤはつむじ風によって天に引き上げられました。そして、彼らは「主の霊が彼を引き上げて、山か谷に投げたのかもしれません」と論じました。絶対的かつ究極的なものよりも遥かに劣るもののために余地を設けたのです。まるで、「結局のところ、エリヤはどこかに死んで横たわっているのかもしれない」と言わんばかりでした。


  この問題を新約聖書の領域に適用すると、ここには熟考すべきことがたくさんあります。天のキリストの現実、神の右におられる主イエスの意義を、私たちが把握しそこなうのはどうしてでしょう。そこから落ちてしまうのはどうしてでしょう。その完全な意義を理解・認識しそこなって、あらゆる死を招き入れてしまうのはどうしてでしょう。しかし、この領域を探索するつもりはありません。これを述べるのは、これにはとても大きな要素が絡んでいるからです。


  当面の目的のために単純な文脈に従うことにして、次のことを指摘することにします。ここでは、霊的事柄の領域で天然的理屈の水準に従って行動したせいで、死に門戸を開くことになりました。ここには、この預言者の子たちの前に立つまさにこの人が体現している、ある偉大な霊的要素がありました。もしエリヤが天に入っていなければ、このような能力と賜物を持つエリシャはいなかったでしょう。彼らは復活の力の事実を前にしていました。しかしそれでも、このような霊的威光を天然的な知性で取り扱い、それを天的現実という高い水準から人間的理屈という低い水準まで引きずりおろさずにはいられなかったのです。霊的な事柄を自分自身の天然的な知性で検証せずにはいられなかったのです。


  これは私たちをローマ八・六「肉の思いは死であり……」に連れ戻します。この人々は、結局のところ、知的には栄光、高揚、携挙の領域ではなく、死の領域の中に住んでいました。霊の中で天上にいたわけではありませんでした。知的には死の領域の中に住んでいました。「主の霊が彼を引き上げて、山か谷に投げたのかもしれません」。これが彼らの地平線であり、この領域の中で彼らは生活・思考していました。しかし、それはまさに死でした。なぜなら、それは肉の思いだったからです。


  ローマ書からコリント書に移ることにします。「さて、天然の人は神の御霊の事柄を受け入れません。それらは彼には愚かなものだからです。彼らはそれらを知ることができません。なぜなら、それらは霊的に識別されるものだからです」。これは死です。このような私たちの知性、この天然的理屈で、天的・霊的事柄を取り扱い、解析し、洞察しようとするとき、私たちは行き詰まり、袋小路に陥って、霊的死の領域の中に入り込んでしまいます。


  この人々はこの出来事を目撃しました。彼らはヨルダン川が二つに割れるのを見ました。復活して昇天した主を知っていました。しかし、自分の立場を経験的な形でその上に取っていなかったのです。彼らは感覚の領域に確かな保証を望みました。ああ！天然の人は感覚を通して確証を得ることをなんと望むことか。見ることを願い、感じることを願い、証拠を握ることを望みます。キリストの復活の力の中に生きている人々は神の命の充満を絶えず感じる、とあなたは思っているのでしょうか？多くの場合、パウロのように、自分自身はどうしようもないほど死んでいるのを彼らは感じます。しかし、それでも奇跡的なことに、彼らからではない何かがあって、それが彼らを力づけて働かせ、彼らを前進させます。彼らは弱さ、空しさ、心もとなさを感じますが、それでもそこには神からの何かがあって、それが彼らを前進させます。もし彼らがじっと立ち止まって、「私の存在の各部分と、私の命の各要素の中に、キリストの復活の充満を感じるようにならないかぎり、これ以上進むつもりはありません」と言うなら、彼らは前進することはないでしょう。主は決してそのような立場に基づいて私たちと会われません。この人々は、感覚の領域に証拠を欲したことで、未熟さを露呈しました。エリシャは感覚にすぎないいっさいのものに対抗しましたが、これは彼が復活の命の原則をいかに徹底的に現しているのかを示します。肉は自分の流儀で裏付けや証拠を求めずにはいられませんが、霊は別の領域を見渡してその中を行動します。「肉から生まれる者は肉であり、御霊から生まれる者は霊です」（ヨハネ三・六）。


  ですから、この預言者の子たちは、復活の命を握って、人の疑問という制約の中に引きずりおろそうとしました。もしあなたや私がそうするなら、主が私たちを召してくださったこの務めと証しの領域から落ちてしまうでしょう。自分の感覚や天然的知識の領域の中に霊的な事柄の証拠を求めようとするとても大きな誘惑が常にあります。私たちは自分自身の力で前進するのではありません。また、私たちに関するかぎり前進するのは不可能ですが、それでも、私たちの命であるキリストのおかげで私たちは前進しつつあります。これを十分に理解して前進しない大きな誘惑が常にあるのです。


  天然的に見ると、主イエスの復活の命を知り、その原則に基づいて生きている人々はみな、実に哀れな輩に見えます。死に勝利する命の原則に全く基づいて生きてきた、この新約の経綸のすべての男女を集められたとして、人々が見るようにその人々を見たなら、「なんと哀れな群衆か」とあなたは言うでしょう。パウロを見てみなさい！ありのままのパウロを見たら、ひどく驚く人もいるでしょう。約二千年間、私たちはパウロの務めの効力を夢見てきました。パウロとその生涯、手紙、働きについて、膨大な文献があります。パウロが当時のままの姿で私たちと会えたとしても、もし私たちに霊的認識力がなく、彼をただの人としてしか見ないなら、「こんな人がこの文献をすべて造り出し、この議論をすべて生じさせ、約二千年間世界を根底から震撼させてきたのですか？この人に見るべき点は何もありません！」と私たちは言うでしょう。しかし、もっと深い面があります。そこで、あなたはこう尋ねます。「パウロよ、あなたの全生涯を通して、あなたがこの偉大な働きについていた時、苦痛、痛み、疲れ、抑圧、恐れ、心配を決して感じさせないような復活の力を、あなたは経験していたのでしょうか？」。彼はこう答えるでしょう、「外での戦いも、内なる恐れも、ほとんどの人が知らないほど知っていました。抑圧とは何かを知っていました。疑うよう誘惑されること、究極的難問が持ち上がる暗い土地を通り抜けること、生きる望みを失うことがどういうことか、知っていたのです」。パウロがキリストの復活の力を何ものにもまして感じているわけではない時がたくさん、たくさん、あったことがわかります。しかしそれでも、彼はそれに基づいて生きていました。これですべてに説明がつきます。


  現実と意識とは別物かもしれません。「自分の状態にもかかわらず、自分は前進している」ということしかわからないことが、時々あります。私たちを支えているものは何でしょう？思考、理解力よりも深い、他の「何か」です。主が私たちにあって進んでおられるのです。


  預言者の子たちは、人間的証拠、感覚による証明への扉を開くことにより、死が入り込む余地を設けました。これは霊的未熟さです。エリシャに言えることが彼らにも言えるようにならないかぎり、彼らが卒業して完全な預言の務めに至ることは決してありません。次のことを理解しようではありませんか。エリシャはヨルダン川から出て来て、彼の起源はカルバリにあったがゆえに、彼は十字架の意義の化身でした。そうである以上、この預言者の子たちにとって、そして霊的に私たちにとって、キリストの復活の命を知ることができるようになるには、天然的知性を十字架に渡すことが絶対に必要であることを、彼は指し示しているのです。彼らは自分の働きによって義とされようとしました。それで、山や谷を探し回りました。霊的立場を取って信じていれば、彼らは義と認められていたでしょう。


  四章三八～四一節に向かいましょう。この箇所では、この預言者の子たちが食事のために野菜を集めに出て行ったことがわかります。彼らが野ウリを見つけて、それを鍋に放り込んだ時、それは惨事を引き起こしかけました。この教訓は単純かつ明白です。またもや死の要素が入り込んだのです。「…鍋の中に死があります」。ここで、預言者の子たちの間に死が入り込みました。霊の命を維持するのに何が適しているのかを識別する力に欠けていたからです。その土地に飢饉があって、主の民の命が危機に瀕して脅かされていました。ですから、命を支えて維持するのに必要な物が第一の問題でした。（もう一度注意してください）この人々は霊的務めのために準備しているところでした。そして、彼らの務めに確実に生じるであろう問題、主要な問題は、神の民の霊的命のために何が適しているのか、という問題でした。この務めを果たすために彼らに必要なのは、識別力を持つことでした。さらに、彼らは厳しい欠乏や圧迫の時に務めを果たそうとしていました。なぜなら、すでに見たように、預言者たちは霊的衰退の状況に関連して登場したからです。預言の務めが遂行されるべき時は、おもに、神の秩序の完全性と明確性が確立されていない時、状況が神の完全な御思いから逸れている時、そして、天的秩序の栄光がもはや存在しない時です。ですから、預言者たちがその務めを果たすときは、圧迫と困難があります。人々は大きな霊的必要を抱えた状況にあり、預言者たちはその必要を満たすのに何が適しているのかを告げる立場になければなりません。


  将来に目を転じると、真の預言者と偽預言者との衝突が目に入ります。ある偽預言者たちは人気を博すために、心地よいことを預言しました。人から期待されていることを預言しました、利益が得られるようなことを預言しました。それで、彼らは人当たりの良いことを預言したのですが、それらは死でした。真の預言者は偽物に対抗して、多くの場合、人気が無くて受け入れてもらえないことを預言しなければなりません。この預言者の子たちは霊的務めのために備えているところであり、その務めは死に勝利する務めでなくてはなりませんでした。そのような務めの重大な一つの要素は、命に属するものと死に属するもの、生きているものと死んでいるものとを識別する能力です。


  四章のこの出来事では、彼らは実際的経験を通ります。逼迫した日に彼らは食物を求めて集まります。しかし、彼らは識別力を持たずに集まって、鍋の中に死を見つけます。このような状況で必要に迫られている時、ごちゃまぜにしてしまうのはいとも簡単です。見たところ全く問題がなさそうだということで、実は命ではないものを持ち込んでしまうのはいとも簡単です。悪魔は今日の霊的飢饉の時を利用して、鍋の中に致命的な毒を入れています。今日、主の民は大きな必要を抱えています。真の霊的食物が不足しており、それと共に欠乏感があります。敵はこの欠乏感を利用しています。そして不幸なことに、霊的識別力を持たない僕たちが、主の民にとって致命的なものを持ち込んでいます。今の時代の印の一つは、識別力と認識力の不足、本物と偽物を見分ける識別力の欠如――偽物が本物らしく見えること――です。野ぶどうと野ウリはとてもよく似ています。簡単に見かけに騙されてしまいます。それで、みな一緒に放り込まれます。今日、偽物と本物がごちゃまぜになっていることがわかります。これは致命的な要素です。本物もあるのですが、何か別のものが混ざっていて、やがて次のことが明らかになります。すなわち、それは当初期待されたような命ではなく、死、致命的欺瞞、致命的矛盾、致命的否認であることが明らかになるのです。


  要点は霊的理解力の絶対的必要性です。これにより、何が真の霊的命に適しており、何が適していないのかを、霊的に識別することができます。神に属するものを、人やこの世に属するもので養うことはできません。それは不適切です。神に属するものは、神に属するもの以外の何ものによっても成長できない類のものです。他の別のもので養うなら、あなたは毒を入れることになります。主に属するもの以外の何ものによっても、私たちは主の復活の命を生きることはできません。それで、エリシャはその鍋の中に粉を放り込みました。この粉は主イエス、神への穀物のささげ物、キリストに対する神の絶対的満足にほかならないのではないでしょうか？預言者たちは、神の民にとって何が真に命のある食物なのかを、常にわかっていなければなりません。主の民を養うことは、道徳的・霊的に卓越しているキリストを分け与えることによります。


  最後に、六章一～七節です。「私たちがあなたと共に住んでいる所は狭くなりました」。家を広げたいという願いは、とても結構な願いかもしれません。これについて言うべきことは何もありません。預言者の子たちは斧を取って下って行き、拡張用の資材を精力的に集めました。家を広げるために一連の行程に取りかかりました。木を倒している時のことです。一人の人の斧の頭が外れて水の中に――ヨルダン川の中に――落ちてしまいました。これは不幸な出来事でした。しかし、不幸な出来事の中には常に教訓が潜んでいるものです。ここで描かれているのは力の要素です。この力は斧によって示されています。斧は力の象徴です。斧は行動の力を物語っています。しかし、この物語に出て来る人の斧は緩んでいました。彼の力、エネルギーは、量的にも質的にも不確かでした。そのため、完遂することができず、途中で壊れてしまいます。このたとえ話はきわめて明白です。それを当てはめる必要はほとんどありません。目的、意図、動機は良いものであり、目的は大いに称賛すべきものでした。しかし、人が主導権を握っており、その力は人からのものでした。神の事柄では、人の力は量的にきわめて不確かであり、遅かれ早かれ破綻します。そして、死の状況が生じます。その斧の頭はヨルダン川の底にあるからです。


  少しの間とどまって、聖書の別の箇所で述べられている斧の頭について思い出すことにしましょう。事故で他人を死なせてしまった人のために備えられた逃れの町のことを覚えておられるでしょう。次のような描写があります――二人の人の事例が想定されています。この二人はある日、木を切り倒すために森に出かけました。すると、一方の人の斧の頭が外れて他の人に当たったので、その人は死んでしまいました。興味深いことに、この事例は人が事故で死ぬ有様の描写として引用されています。逃れの町は人を死なせてしまった人のために備えられました。それは、血の報復者が死んだ人の命のためにその人の命を奪うことがないためでした。しかし、思い出さなければなりません。あなたの斧の頭が緩んでいないかどうか注意する所定の責任があるのです。「あれは事故だった」と言うのは全くもって結構なことです。しかし、仕事を始める前に斧の頭がしっかりとついているかどうかを確認する責任についてはどうでしょうか？ここには道徳的原則が含まれています。


  ここでは、ある人が斧を借りて仕事を始めました。しかし彼は、自分の斧の頭が完全に安全かどうかを決して注意して見ませんでした。その緩んだ斧の頭は、ヨルダン川に落ちる代わりに、他の人の頭に当たっていたかもしれません。そうなっていたら、死の問題が生じていたでしょう。原則的には同じことです。道徳的には一つのことです。その斧の頭はヨルダン川の底にあります。そして型として、死の状況が生じます。霊的に解釈すると――天然的な力で霊的な事をしようとしたせいです。


  この出来事から結論を引き出す以外に、それ以上何も述べる必要はありません。斧の頭は戻り、仕事は終わりました。ただし今や、復活の命によってです。エリシャが復活の力として、すでにヨルダン川を征服している者として、ヨルダン川によって示される死に打ち勝った者として、その場に居合わせていなければ、その人の仕事は中途で終わっていたでしょう。


  他の点もありますが、触れないことにします。私たちはただ、これらの出来事の核心と思われるものを取り上げているにすぎません。


  こういうわけで、私たちは次の事実に導かれます。復活の命によって主に全く有用な者となるための備えは、私たちはある経験を通らなければならない、ということを意味します。その経験により、私たちの力は終わらされ、肉の強さはヨルダン川に葬られ、キリストの復活の力を見いだしたおかげで初めて前進できるようになります。


  エリヤの体を探すことでは、あなたは天然的な知性を働かせました。食物を探すことでは、天然的な心を働かせました。斧の頭を失ったことでは、天然的な意志を働かせました。知性、心、意志は、すべて死を通って、キリストの復活の力の領域に達しなければなりません。


  このように、預言者の子たちとのエリシャの関係は絵図に満ちています。予型論しか考えないなら、的を外すかもしれません。私たちが予型論を用いるのは、事の霊的側面に達するためにすぎません。新約聖書に行って、この原則や他の原則、別の原則を据えるのは、とても簡単です。しかし、それはたんなる発言にすぎないおそれがあります。私たちはこれまで、旧約聖書に行って、様々な原則を図解することを好んできました。それらの原則はまごうことなくはっきりと新約聖書の中にあります。例えば、霊の事柄に関するかぎり、十字架は天然的知性の終結を意味する、といったことです。「キリストのものである者たちは、肉とその情欲を十字架につけてしまった」ことを十字架は意味します。「私」の力はキリストと共に十字架につけられなければならないことを、十字架は意味します。しかし十字架はまた、知性、心、意志の中に、キリストの復活の力が確立されなければならないこと、そして、それは可能であることを意味します。


  この預言者の子たちは、最初にこの立場を受け入れました。他方、それが彼らの中に造り込まれることは、経験を通して段階的に進みました。その各段階は、エリシャとの関係の意義、自分たちの頭であり命の統治原則である彼にまつわるものを、彼らの内に現実化するものにほかなりませんでした。


  そこに私たちを導く諸々の経験を私たちは通ります。しかし、それらの経験を通る時、私たちはキリストとその復活の力を知る地点に達します。


  主が私たちにその意義をさらによく教えてくださいますように。


  



  第四章 主の民の生活と証しの性質


  



  聖書朗読：列王記下三章、四章


  



  これらの章を黙想する時、私たちは新たな一歩を踏み出すたびに、エリシャ自身の意義を思い出さなければなりません。つまり、彼は、主の民の生活と証しの性質を示すために、復活の立場に基づいて登場したのです。これは油塗りによって、すなわち、彼の昇天した主人の霊が彼の上に臨んだことによって示されています。これが示しているのは、カルバリを通して、十字架の働きを通して、彼は復活の命の中で天と一つであり、彼の生涯に起きたことは何らかの形でこの復活の命の現れだった、ということです。こうして、彼は様々な方面で、復活の命の中で、人々や状況に触れるようになりました。そして、エリシャが触れたものは何でも、死に勝利する命の問題と関係していました。


  今、私たちの前に三つのことがあります。その詳細は扱いませんが、中心的思想を取り出すことでよしとすることにします。


  １．水で満たされた谷
 外部の敵対的世からの圧迫のただ中にある復活の命


  三章はイスラエルに対するモアブの反逆、反乱で占められています。おそらく、ダビデがモアブ人を制圧したこと、そして、毎年十万匹の羊や小羊を貢がせていたことを、あなたは思い出すでしょう。この貢ぎ物はアハブの治世の間ずっと続きました。アハブの死と共に、モアブは反逆しました。この反逆は、列王記下第一章一節のまさに冒頭に述べられています。ここで通俗史の記述が中断して、この中断中にエリヤは携え挙げられ、エリシャがその地位につきます。まさにこの時点でエリシャが登場するのは、興味深く意義深いです。


  新約聖書の光の中で、霊的解釈のさらに広い背景を理解するなら、ダビデが現しているのは、すべての敵を征服する絶対的主権者である主イエスであることがわかります。ダビデは、主の民に刃向かったことがあるすべての敵の全地を巡って、彼らをすべて制圧し、普遍的勝利の上に自らの王座を確立しました。これは、十字架によってすべての霊の敵に打ち勝つキリストの型です。しかし次に、十字架の普遍的勝利が霊的に確立されてから間もなく、教会に対する敵対勢力が突如として現れたことがわかります。これはこの勝利に矛盾するように思われますが、それでも実はそうではありません。エリシャは型として教会と関係しています。彼の務めは力――その力によって教会は昇天した主に関わる勝利の命を経験します――を示してもたらすことです。この力は復活の命の力です。


  ですから、エリシャが務めにつくやいなや、モアブがイスラエルに反逆するのを、私たちは見いだします。主の民の間の状況はあまりかんばしくありませんでした。霊的衰退、弱さ、矛盾のかなり多くはアハブの責任でした。彼は不忠実という遺産を残したので、当時の状況は霊的に低調でした。ユダの王であるヨシャパテとイスラエルの王がサマリヤで同盟を結んだのは聖くないことであり、逸脱と弱さの状況でした。これにより、エリシャは真価を発揮します。エリシャがこの時に登場した理由を、これは明確に示しています。つまり、その必要性がこの状況によって大いに明らかになったのです。


  ですから、この箇所が主の民に与える第一の教訓は、たいていのものが霊的に低調な時代、モアブによって示される外界から厳しい圧迫がある時に、神の右におられる御方の絶対的主権に対する証しを疑問の余地がないほどに確立する方法です。キリストの普遍的主権の証しはどのように示されるのでしょう？いかなる立場に基づいてそれは地上で維持されるのでしょう？その目的のために神が用いた手段を、エリシャは彼自身の予型的人格によって、私たちに大いに明らかにします。これは、内的に弱い時代にこの世と戦う問題です。


  ご覧のように、この状況はとても危険なものになります。モアブのこの計画的抵抗により、主の民には戦い抜く力がないことが明らかになります。彼らは外に出て行きますが、この状況に処する力はありません。攻撃を開始する実際の時になっても、霊的力の欠如のせいで、全く無能で麻痺しています。あてにしていた水はなく、干上がっていました。水の流れがあるはずだと思っていた所にこの人々が来てみると、流れはそこになく、力不足のため全軍が滅亡の危機に陥りました。


  この問題は全く明白であり、イスラエルの王がそれを述べています。この同盟軍は滅びかけており、状況はすべて死、災い、滅びで終わろうとしています。しかし、この状況下で霊的直感を象徴するヨシャパテ――だれよりも神に触れていて、主を知っており、主との関わりを持っている人――は、主の預言者を通して主に相談してはどうかと問題提起します。「ここには主の預言者が一人もいないのですか……？」。これによりエリシャと相談することになりました。


  エリシャは最初、聖くない状況に憤慨します。イスラエルの王と関わりを持つことを拒みます。イスラエルの王は聖くない状態にあったからです。エリシャはすべてをひっくり返したがっているように思われます。しかしその時、彼はヨシャパテのことを思い出して言います、「……私はユダの王であるヨシャパテのためにするのでなければ、あなたを顧み、あなたに会うことはなかったでしょう」。真に真心を込めて主の方を見る時はいつでも、主はそれを蔑んだり、それを顧みることを拒んだりされません。ですからエリシャは、ヨシャパテを顧みて、悪い状況に心の底から酷く憤慨していたにもかかわらず、状況のこの面から目を転じようとして、「楽人を連れて来なさい」と言います。エリシャは楽人によって霊感を受けようとした、とこれを誤解しないようにしましょう。そんなことはありません！彼は霊感を受けるためにいかなる魂的刺激も求めませんでした。神の啓示はそのような形では臨みません。エリシャは主の民の間の邪悪な状況のゆえに酷く激怒しており、彼の霊がそのようなものにまとわりつかれている間は、静かに主の言葉を述べるのは全く不可能でした。楽人を求めたこの要求は、自分を静まらせるため、自分の霊をこの状況から引き離すためにほかなりませんでした。ご存じのように、楽人の静める効果は、聖書の他の箇所に二回以上述べられています。エリシャはこの状況から離れ、次に、この分離によって、自分を主に向かって開き、主の言葉を受けられるようになりました。「主はこう言われます、『この谷を溝で満たせ』」。この物語の詳細をすべて考える必要はないでしょう。中心的使信に注目することにします。


  ここでは、敵対する団体との戦い、主の民による主の証しを完全かつ徹底的に滅ぼすことに熱中している勢力との戦いの中にあります。この勢力は、広範にわたる霊的衰退の時代に乗じています。私たちの内には、これらの勢力やこの状況に処する何の力もありません。では、どのようにそれに処すればいいのでしょう？どのような根拠に基づいて、この証しを維持して完成に至らせればいいのでしょう？復活の力により新たな方法で主を知ること、ただこの根拠のみによります。これはとても単純な教訓ですが、新約聖書を途切れることなく貫いています。


  これが使徒パウロの生涯を特徴付けているのを、何度も目にします。彼が代表している証しを消し去るために敵の勢力が台頭するのがわかります。時々、これらの勢力が優位になるかのように思われます。それで、主の僕は時々行き詰まるかのように見えます。しかしその時、何の物音も風の音も無く、雨も見えないのに、復活の力によって強められます。そして、彼によるこの証しに対して荒れ狂っていた勢力はことごとく散らされて混乱に陥ります。そして、勝利が確立され、戦勝祝賀がなされます。


  ある時、これらの勢力が立ち上がって、証しの器に刃向かいました。彼らが優勢になって権力の座につくかのように見えました。その次に記されているのは、パウロが起き上がってその町の中に戻って行ったことです。そしてルステラでは、使徒の内に働く復活の力によって、永続的な一大祝賀がありました。エペソでは、別の形で同じことが起きました――この証しに敵対する勢力が立ち上がり、暴動を起こして、使徒を追い出しました。どう見ても、敵が優勢でした。それにもかかわらず、エペソ書を見ると、その中にはエペソ人の会衆を確立する偉大な物語が記されています。その地の証しはきわめて明確で積極的な形のものでした。エペソに関して、「その地で私は生きる望みを失った」と使徒は述べています。生きる望みを失うほど落ち込んだのです。エペソは、教会としては今日存在していませんが、依然として大能の力によって霊的に進んでいます。エペソ人への手紙を読むたびに、その活力に気づかずにはいられません。この手紙は過去の世紀を通して霊的に力強く存続し続けてきました。時には負けたかのように見えたエペソのための戦いから生じた素晴らしい成果が、永遠の代になって初めてわかるでしょう。この証しを確立した力は、キリストの復活の力でした。


  ルステラやエペソに言えたことは、他の多くの方面や他の多くの場合にも言えました。諸々の勢力が集結するのが見えます。状況はこの証しにとってきわめて危険に見えます。しかし次に、大音を立てずに、この器の中にある主の復活の命の力が立ち上がって働きます。そして、主の戦勝祝賀がなされます。証しの器が滅びる代わりに、この命は敵対勢力を滅ぼしました。


  この物語を詳しく読むと、主の民の命になったものが、敵には死となったことがわかります。今日、私たちはまさにこの立場にあります。主の完全な証しは激しい迫害を受けています。信仰告白は大いになされており、キリスト教の伝統もたくさんありますが、真の証しは聖徒たちの内側で生きている命による復活の力に対する証しです。この証しは比較的少数に限られており、この証しを消し去るために、重圧がこの証しの上にのしかかっています。必要なのは、この箇所に見られるものです――すなわち、主の復活の力により、新たに主を知ることが必要なのです。


  この状況のための救済手段がたくさん提案されています。多くの会議が開催されて、主の働きはどうすればもっと良い状態になるのか、どうすればもっと勝利を得られるのか、議論されています。どうすればもっと成功を収めて、もっと効率を上げられるのか、等のことが議論されています。私たちはこうした無益な会議、議論、円卓に死ぬほどうんざりしています。この状況全体の核心に触れて、すべての問題を解くのに必要なのは、主の復活の力によって主ご自身を新たに知ること、主ご自身の復活の命を新たに経験することです。こうした霊的問題を解く他の方法、こうした霊的行き詰まりを取り除く他の方法はありません。唯一の方法は、主の命の豊かな現れです。その時、世は知るでしょう。今日、主は彼の民にこう言われるでしょう、「必要なのは、より優れた方法や手段ではなく、高く上げられたかしらのこの復活の力によって、さらに強く力づけられた命なのです」。


  エリシャがこの場面に登場するのは、彼の主人が天に引き上げられるのを見て、その霊の二倍の分を受けたからです。このエリシャは永遠にきわめてはっきりと私たちに次のことを告げます。すなわち、衰退と敵意の時代における教会の力は、復活・昇天した主の力なのです。これがこの物語の核心です。しかし、覚えておきましょう。信仰を実際に行使しなければならないのです。昇天した主の力を信じる信仰の従順は、世に打ち勝つ勝利となりました。


  ２．やもめの油


  四章一～七節の次の出来事に移ることにします。ここに出てくる婦人は、預言者の子たちの一人のやもめでした。預言者の子たちは、主の民の間における主の権益に責任があるものの、未熟で修行の段階にある人々を表しています。これがこの章を霊的に解釈する正しい背景です。


  （ａ）責任を果たせない教会の状態


  預言者の子たちの一人のこのやもめは、悲惨な貧困の状態にあることがわかります。彼女は主の民の霊的状態を表しています。その状態とは、責任を果たせない状態です。「あなたの僕である私の夫が死にました。ご存じのように、あなたの僕は主を畏れる者でありましたが、今、債主が来て、私の二人の子供を取って奴隷にしようとしているのです」。「私は債主に対面できません。私はこれらの要求に応じられる状況にありません。私の二人の息子は取られて奴隷にされようとしています」。型としてこれが意味するのは、彼女の人生の働きと成果の型である息子たちが、形式的なものにすぎない宗教界に取られようとしている、ということです。教会は自分の活動の成果をすべて失おうとしている、ということです。


  （ｂ）「教会」に対するこの世の力


  これがまさに今日明らかに起きていることです。この世は「教会」を自分の目的のために用いています。今日、「教会」から利益を得ているのはこの世です。ただし、霊的な正しい意味で利益を得ているのではありません。今日、「教会」はこの世の奴隷です。教会はまさにこの世に屈しています。「教会」での演奏会、バザー、娯楽、そのような類のものはすべて、教会が自立した生活を送れていないことを示しています。もっとも、教会はこれを明らかにすることを望んでおらず、おそらくそのつもりもないでしょう。教会は生活のためにこの世に依存しています。これらのものによって、教会はこう告白しているのです、「前進しようとしても無駄です。現状を維持することはできません。やりくりできません。目に留まるのはこの世の要求、この世の力だけです」。どうしてあなたはあなたの若者たちのために、あなたの「教会」の中に娯楽のようなものを設けるのでしょう？そうしなければ、あなたの若者たちを得られないからです。若者たちを（いわゆる）教会につなぎとめるために、この世のものを持ち込まなければならないのです。こうして「教会」はこの世の奴隷となり、この世に屈します。


  それで、「教会」からその真の霊的価値を奪い去るために、債主がやって来ます。「教会」は自分では責任を果たせない状況にあります。責任を果たす霊的力がないのです。


  （ｃ）わずかな油


  教会には、このやもめのように、わずかな油があります。全く御霊がないわけではありませんし、絶対的かつ決定的に主を失っているわけでもありません。外部の資源から独立して立ち、生活していくことがどうしてもできない、ということです。別の言い方をすると、自分自身の中に豊かな命がなく、そのせいで自分に対する要求に直面できない、ということです。人間的努力によって拡大し、人の組織によって拡張する、一組織になってしまったのです。そのせいで、自分自身の霊的成長を上回る要求に巻き込まれてしまったのです。霊的成長の歩調が外面的発展に見合っていません。命が引き受けた仕事に見合っていないのですが、その仕事をしようとします。これがこの状況です。この婦人の声を通して、この状況の中から叫び声が上がります。「ある婦人が叫んだ……」。これは哀れな状況です。


  解決策は何でしょう？同じ解決策を別の方面に適用したものにほかなりません。それは第一に、エリシャです。すなわち、またもや復活の力、主の復活の命、霊的死を絶対的に上回る十字架の御業の完全な結果です。このようにエリシャは登場して状況に触れます。ここでわかるのは、霊的要求に応じられない霊的無力さの時に必要なのは、主の復活の命により主を新たに知ることである、ということです。


  復活の命は、モアブによって示されているように、敵対する外界からの圧力に対して働くこともありますし、自分に課せられた義務に応じられない主の民の内的貧しさのゆえに表されることもあります。パウロはこれらの要求を自覚しており、それらが間違っているとは言いませんでした。彼は言います、「私はギリシャ人にも未開人にも負債を負っています……」。彼はすべての人の霊的必要を満たす責任を負っていました。しかし、この世の霊的必要を満たせるのは、私たちが主の復活の命の豊かさを知る時だけです。


  「あなたの家に何がありますか？」。「一びんの油のほかは、はしための家に何もありません」。「行って、器を借りなさい……少しばかりではいけません」。刷新（何ならリバイバルでもかまいません）のためのどの行動においても、主の復活の力によって主を再び知るにあたっては、信仰が試されることがわかります。「この谷を溝で満たしなさい」。この人々を見てください。雨が降る気配は全くなく、一体どこから水がやって来るのか見当もつきません。それでも従順に溝を掘って、谷を溝で満たしました。彼らのなすべきことは、信仰によって従順になることでした。あとのことは忠実な神に任せなければなりませんでした。「行って、器を借りなさい……」。天然の人ならこのような指図に対して疑問をもって応じたでしょう、「しかし、この器のためにどこから油がやって来るのですか？どうしてそんなことがありえるのかわかりません！」。天然的姿勢は常にこうです。働く前に、感覚への訴えかけを真っ先に願います。神の原則は信仰の従順です。「行って、あまねくすべての隣人たちから器を借りなさい……」。「しかし、隣人たちは何と言うでしょう？私を笑いものにするでしょう！」。それにもかかわらず、信仰による従順はしばしば私たちを、この世にはとても滑稽に見える状況の中に巻き込みます。このような従順により、アブラハムはとても滑稽に見える状況に巻き込まれました。「さて、主はアブラムに言われた、『あなたの祖国、あなたの親族から離れて、わたしがあなたに示す土地に行きなさい』」。「……それで彼は行き先を知らずに出て行った」。行き先を尋ねるすべての問いに、彼は「わかりません」と答えなければならなかったでしょう。これはこの世にとってなんと滑稽に見えることでしょう！しかし、まさにそこで信仰が真価を発揮します。他の人々がどう思おうと気にせずに、神に信頼して進む用意をするときに、信仰が真価を発揮するのです。


  どうすればこれらの要求に応じられるのでしょう？その手段は主の復活の命です。まず第一に、主の御言葉に基づいて信仰によって踏み出すことが必要です。次に、あなたが持っている主からのわずかなものを働かせることが必要です。わずかでもあなたは主を知っているでしょうか？一びんの油を持っているでしょうか？信仰によってそれを働かせなさい！主の民のとても多くの人たちは、全く動いていないのに、主についてさらにもっと知ることを願っています。彼らには主を知る知識が少ししかありません。私たちが持っているものを完全に発達させないかぎり、決して増し加わりはない、というのが主の原則です。あなたには主を知る知識が少しばかりあるでしょうか？それなら、それを最大限に発達させて、それと連携して信仰によって行動しなさい。そうするなら、この方法で増し加わりがあることがわかるでしょう。あなたの命の度量は今はごく限られているかもしれませんが、神にあるこの命は豊かな命であることを信じてください。期待する根拠は、私たちが持っている分量ではなく、私たちがすでに持っているものをそこから受けた源です。その豊かさ――その中から私たちはおそらくごくわずかしか受けていないかもしれませんが――を私たちは確信しなければなりません。


  この女が一びんの油にしか注意を払わず、「自分の希望や期待はこれに尽きます」と言っていたら、何も起きなかったでしょう。しかし、彼女はこの器を無限の豊かさとの関連で見なければなりませんでした。もし自分のわずかばかりのものがすべてだと思うなら、あなたはあまり大して進めないでしょう。しかし、もし自分のわずかなものを神のすべてと関連づけるなら、あなたは前進できます。大事なのは神の豊かさであって、神の豊かさの中から私たちが経験した分量ではありません。神の豊かさは、私たちの現在の経験を上回る事実です。しかし、この事実に関して、私たちは信仰によって行動しなければなりません。


  この女に課せられた信仰の要求は、器を持って来ることでした。御言葉の務めを果たしている人たちは、私たちが何を言っているのかよくわかっています。例えば、自分が空っぽだからといって、主の民を集めるのをやめたりしません。空しさ、弱さ、能力の少なさを意識しつつ、進み続けます。そして、信仰によって前進する時、主が必要に応じてくださることを見いだします。時折、自分の感覚に従って行動していたなら、「今日は集会をやめにしましょう。与えるものが何もありません」と言っていたでしょう。しかし、主は私たちの力であり、私たちが進み続ける時、主はやって来てこの空しさを満たしてくださいます。これは主の僕たちがそれに基づいて働くための健全な原理です。もし私たちが主の証しの道の中にあるなら、何かの折りに自分にはごくわずかなものしかないと感じたとしても、「主はすべての必要を満たしてくださる」と信頼することができます。「主は必要を満たすことができ、どこで必要が生じても満たすことができる」と私たちは信じるでしょうか？主の御前に持って行くなら、満たされない必要はこの世に一つもありません。これについて少しでも疑いがあるなら、そこで証しは止まってしまいます。「この状況を主は解決できる」と信じるのを止めるとき、あなたの証しは役に立たなくなります。主の復活の力を否定してしまいます。主イエスの復活の命の力は無限です。主が必要に応じられない状況や生活は一つもありません。


  この女の場合、ひたすら同じことをし続けました。彼女が制限を設けたのであって、主ではありません。彼女が器を探すのをやめた時、油はやみました。制限は主の側にはありません。


  証しはこれらの線によります。適用の仕方は様々です。これがどのように私たちや私たちの状況に触れるのか、あなたや私は知るようになるでしょう。時々、これが自分のいる立場に当てはまることがわかるでしょう。適用のすべての領域を網羅するのは、私たちにはとても無理でしょう。しかし、ここである事実が表明されます。この要求に応じるのは主の復活の力です。私たちが持っているものではなく、主が持っておられるものです。私たちがすでに受けているものの分量ではなく、依然として受けられるものの分量です。私たちに対する主の御旨は豊かさです。しかし、私たちはそれを一度に全部得るわけではありません。主の豊かさは漸進的に私たちに臨みます。私たちは豊かさを自覚しながら常に生きているわけではありません。「必要が生じるたびに、何度も何度も満たしてもらえる」と自覚しながら絶えず生きることができるのです。


  ３．シュネム人の息子


  四章の後半、八節から三七節に向かうことにしましょう。これをできるだけ明確な思想に凝縮したいと思います。ここにはいくらか意義深い変化があります。


  預言者の子たちの妻の事例では、明らかに貧困、空しさ、欠乏に瀕している女性がいますが、油が彼女の空しさを豊かさに変えます。このシュネムの女の場合、全く別の状況に遭遇することがわかります。彼女は「偉大な女性」と呼ばれています。これが意味するのは、現世の事柄に関するかぎり、彼女は供給を豊かに受けており、安楽、豊かさ、豊富の中にあって地位もあった、ということです。もう一方の女性とは正反対です。ザレパテのやもめの場合、この女性のもとにエリヤは行って、何か食べる物をくれるよう説得しようとしました。それとは違って、この女性の場合、食べるよう預言者を説得しなければなりません。全く正反対です。彼女はあらゆる面で富んでいますが、一つのものに欠けています。預言者はこの女性を見つめます。その家、食卓、僕たち、持ち物をざっと見ますが、その家に不足しているものは何もないのを見ます。彼にとって、彼女をさらに豊かにするのは大きな難問です。必要なものは明らかではなく、熟慮が必要です。このような女性に何をしてあげられるでしょうか？ゲハジが急所を突いて、「彼女には子供がいません……」と言います。さらなる深みに触れたのです。これは一つのことにすぎませんがすべてであり、他の何ものよりも本当に価値があります。この一つのことは、こうした外面的な何ものよりも価値があります。この事実を息子に関する預言者の言葉は明らかにします。女は「はしためを欺かないでください」と応えました。あたかもこう言っているかのようです、「一生の願いが一つあるのですが、それは不可能です。そんなことはありえないと、きっぱりと決着をつけなければなりません。私は自分なりに戦ってきたのです。無理だと諦めてきました。今や扉は閉ざされています。この問題を再燃させるような状況に私を引き込もうとしないでください。そんなことをすれば、私はこの戦いをやり直さなければなりません。そんなことを言わないでください。そんなことは決して起きるはずがありません。どれほど持ち物があっても、これに欠けているせいで私にとっては無に等しい状況に、私を舞い戻らせないでください！」。それにもかかわらず、預言者の言葉は成就します。そしてその時から、すべてがこの息子に向けられました。その後、「……ある日、その子は刈入れ人たちの所に出て行って、父のもとへ行ったが、父に向かって『頭が、頭が』と言ったので、父は僕に『彼を母のもとに運びなさい』と言った。彼を運んで母のもとに行くと、昼まで母のひざの上に座っていたが、ついに死んだ」。母はその子を取って預言者の寝台の上に置き、預言者のもとに出かけて行きました。あとの話はご存じでしょう。


  最も必要なもの：豊かな復活の命


  人生における中心的現実、最高の要素とは何でしょう？他のものはたくさんあるかもしれません。主はアジアの諸教会の一つに向かって、「あなたは『自分は富んでいる、豊かになった、何の不足もない』と言っているが、実は、みじめな者、あわれむべき者、貧しい者、目の見えない者、裸の者であることを知らない！」と言われましたが、そのような状況があるかもしれません。あるものに欠けているせいで、あなたが持っている他のものはすべて無に等しくなってしまいます。あなたはこれをすべて持っているかもしれませんが、一つのものに欠けているせいで、これらすべてに囲まれていても心の中は実は空っぽなことが明らかになります。何よりも重要なこのものとは、あなた自身の内側でキリストの復活の力を知ることです。良い物を外面的にはたくさん持っているかもしれませんし、宗教的に持っていさえするかもしれませんが、主が最も大切なものとして指摘しておられること、主のすべての子供の生涯で最も重要なことは、持ち物の豊かさではなく、キリストとその復活の力を知ることです。


  ピリピ人への手紙第三章を見てください。そこでパウロは価値のあるもの、人々が尊んで持つ価値があると見なすものを挙げていますが、それらをすべて踏み越えて行きます。そして、それらすべてを要約して言います、「結局のところ、それらが人の目にいかに偉大に映ったとしても、私はそれらを塵芥と見なします。私はあらゆることで損失を被っていますが、それは私がキリストとその復活の力を知るためです」。この女はこれを徹底的に知るようになりました。息子が与えられましたが、これは全くもって驚異でした！しかし、それでも依然として、「その理由は天然的に説明がつくものであり、子が与えられたことは天然的な理由で何とか説明がつくのではないか」という考えが残っていたかもしれません。心理学はこれまで、神が目的をもってなさる神だけが行える働きの領域全体を、攻撃する傾向がありました。しかし神は、これが全く自然の領域の外側にあったことを示されます。ですから、息子は死んで、生き返らされます。そして、天然が関与しているのでは、という疑問はすべて封じられます。死者からの復活という問題になると、天然的なもののための余地は全くありません。これが究極的証しです。これを説明できるのは「神」をおいて他に何もありません！復活とは神を知ることです。心理学はクリスチャン経験の多くを説明しようとします。そして、私たちの中には、宗教的経験の心理学的説明のせいでとても痛々しい経験をした人もいます。しかし、主は私たちをその領域の外に置いてくださいます。それは、心理学が決して説明しえないもの、「キリストとその復活の力」を私たちに知らせることによってです。心理学は死者をよみがえらせることはできません。キリストの復活の力という理由以外では説明がつかないような形で主を知ることには、隠れた内的な経緯があるのです。


  証しはここにきわまります。これは、イエスは死者の中からよみがえらされた、という証しです。これは証しの基礎にすぎないかもしれませんが、たんなる信条や教理ではなく、復活の主を内的に知る知識です。原則として、すべての疑問が払拭されるまで、これがこの女のまさに存在中に造り込まれなければなりませんでした。その全き御旨は何だったのでしょう？子たる身分です。ローマ人への手紙の八章とガラテヤ人への手紙を読んで、子たる身分が何なのか、その完全な意味を見てください。子供が生まれた時、それは私たちが再生によって神の子供となることについて新約聖書が述べていることを示すものでした。子供がよみがえらされた時、それは復活による子たる身分について新約聖書が述べていることを示すものでした。新約聖書が二つの異なるギリシャ語で教えているように、私たちは新生によって神の子供（children）になりますが、子たる身分（sonship）は幼年期の先にあるものです。子たる身分は、子供が復活の力によって円熟にもたらされたものです。ご存じのように「採用（adoption）」という言葉が使われています。しかし、新約聖書が言う採用とは、外部の者を家族に迎え入れることでは全くありません。これが意味するのは、成年に達した自分の子供を、誉れと責任ある地位に採用することにほかなりません。ギリシャ人の父親は、自分の息子が成年に達した時、その息子を採用しました。それが、彼が子供（child）ではなくなって子（son）になった瞬間でした。これが新約聖書の教えです。


  ここに子供を得た女性がいます。これは素晴らしいです。私たちが再生される時、それは奇跡であり、輝かしいことです。しかし、主が私たちに諸々の経験を通らせて、私たちがキリストをその復活の力によりまさに自分の存在において知るようにされる時――これは私たちの外側でなされることではなく、私たちの内側になされたことです――私たちがどん底を通らされて、ついに私たちのまさに内側でキリストとその復活の力を知るようになる時、それこそが証しです。満ち満ちた証しと関係しているのは、霊的赤子ではなく、霊的円熟です。この女は偉大でしたが、それでも「しかし」がありました！私たちは多くのものを持っているかもしれませんし、私たちのクリスチャン生活や働きにおいても多くのものを持っているかもしれませんが、それでもこの「しかし」が残っているかもしれません。外面的なもの、表面的なものがたくさんあるかもしれません。肝心なのは、これが私たちの内なる存在の深みに降りてくることです。それは、私たちが自分の存在のまさに本質において、復活であり命であるキリストを知るようになるためです。


  この立場に到達するとき初めて、主の民は主の全き証しの器に成ることができます。これが、主がいま子供である私たちにどん底の経験を通らせる理由です。それは私たちがキリストを知ることを学べるようになるためです。


  どの方面でもこの原則は同じままです。周囲にいる敵勢との戦い、私たちに責任がある集会の奉仕、生活、主の全き御旨に至ること、そのどれについてもこの原則は同じままです。この一つの支配的原則とは「キリストとその復活の力」であり、主の復活の命を知ることです。


  



  第五章 ナアマンの癒し


  



  聖書朗読：列王記下第五章


  



  厳密に言うと、この出来事は罪人の救いの範疇に入りますが、他方、さらに広い範疇にさらに豊かに適用できる諸々の一般的原則も含んでいます。ですから、この出来事は主ご自身の民が真剣に考慮すべき問題になります。


  ここで、エリシャが型として表象している立場を思い出すことにしましょう。私たちが携わっているのは、エリシャの生涯の学びや、聖書の中の一冊の書物の学びではありません。キリストの復活の力によって主を知ることを求めているのです。復活の命の力と豊かさこそ、エリシャの生涯と務めに意味を与えるものです。


  天然の人


  ナアマンは外面的にも内面的にも天然の人を表しています。


  ナアマンは主人の前に偉大な人、誉れある人、評判の良い人、地位のある人、能力のある人と述べられており、彼自身の領域で成功を収めていた人であると述べられています。しかしそれでも、彼のあらゆる偉大さ、名声、地位、能力、成功にもかかわらず、死が彼の中に働いています。他のすべてに敵対する一つのものがあり、それがその上に影を落とし、それをみな死の領域にもたらします。死が活動しており、死が働いています。死が状況を支配しています。ですから、他のものはみな空しさの支配下にあります。つまり、すべては束の間であり、せいぜい一時の間ながらえるにすぎません。何かが起きないかぎり、それはすべて過ぎ去ります。示されているのはこの人、天然による人です。


  次に、彼は神聖な事柄の領域の中にもたらされます。この問題の主導権は彼から離れて、彼の外側にあります。最初に行動すべき者は彼ではありません。彼の妻の小さなはしためが、彼と命の源とを結ぶ道具となります。時として、ごく小さなものが、神の御手にかかると、そのような結びつきをもたらす道具となります。人間的に言って無価値なものがしばしば用いられます。この物語で注目すべき点は、主の方法や手段が、ナアマンが自分にふさわしいと考えるものとは、全く異なる性格のものだったことです。恵みはしばしば、ほとんど思いもよらぬ手段や、評価されている気配が全くない事柄を通して、私たちの益のために働きます。


  この単純で、言わば取るに足りない道具を通して（結局は大いに価値ある道具になったわけですが）、ナアマンは命の務めの圏内にもたらされます。これは偶然の出来事のように見えました。この出来事は手筈の整っていない、偶然の産物のようでした。この小さなはしためは女主人に言いました、「ああ、御主人がサマリヤにいる預言者と共におられたらよかったでしょうに。彼はそのらい病を癒したことでしょう」。それは同情の叫びにすぎませんでした――「あなたがこれこれという主が用いられる手段と接触できればよかったのに！」。しかし、暗示やたんなる示唆の中に、途方もない結果を内包する神聖なエネルギーの働きがあるものなのです。


  人々は大きな運動を組織して、これこれの運動に参加すべき理由について、人々に大きな圧力をかけます。とても多くの場合、主はご自身の偉大な目的をもっとずっと単純な方法で遂行されます。その方法は時として、たんなる偶然の突発的なものに見えます。主が主要な目的を果たされる方法には、素晴らしい単純さと静けさがあります。ひょこっと生じるのです。示唆、暗示、ほのめかしにすぎないのですが、究極的な神の御旨に向かう方向にあるのです。


  これは決して仕組まれたものでも、事前に考案されたものでも、精妙に案配されたものでもありません。とても単純な方法で、ひょっこり生じたのです。これは考慮すべきことです。それは、主の方法のあまりの単純さのゆえに、それが無警戒な状態のときに私たちにふりかからないようにするためです。私たちは天からの声や、私たちを神の全き御旨に至らせる神の派手な方法を期待していましたが、そのせいで神の御旨の方向を指し示していたこれらの単純な動きを見落としているのです。このはしためのとても単純な気持ちの表れに、なんと多くのことがかかっていたことでしょう！


  このことからナアマンは最終的にこの道具、命の器――この命は豊かな命であり、彼の内に働いている死に勝利する命です――と直接接触するようになります。しかしその時、彼の真の困難が始まります。彼が命そのものと接触するようにならないかぎり、この人の真の状態は明らかになりません。彼は自分がらい病であることを知っています。すなわち、所有するいっさいのものにもかかわらず重大な欠け目があること、この欠け目が直らないかぎり、人生は彼にとって結局のところ幻滅であり、決して満足を与えられないものであることを知っています。すべてが影で覆われています。この一つの欠け目のせいです。しかしながら現実には、この人の状態全体の真の性格は、彼を解放する手段と直接接触するようにならないかぎり明らかになりません。その時、別の種類の過程が始まりますが、これは最善の状態にあったとしても天然の人がいかなる性質のものなのかを如実に私たちに示します。


  これをみな一つの包括的文章にまとめると、彼の困難は十字架の全き意義を受け入れることだった、と言えます。自分が深刻な必要を抱えている事実を彼は受け入れることができます。自分の必要はある行程で全く満たされるという事実を受け入れることができます。そして、自分の必要を満たしてもらうために、その道を進む覚悟もあります。しかしその時、この道が意味する完全な意義に出くわします。そしてその時、その意義を完全には受け入れられないことに気づきます。彼は天然の人なので、自分自身の資質を多少は認めてくれるよう求めます。自分自身の人となりを考慮してもらう必要があります。彼は評判の良い人であり、尊敬を受けています。したがって、彼の立場にふさわしい相当立派な方法で扱ってもらわなければなりません。こういうわけで、彼にとって、また彼の立場から見てきわめてみすぼらしい方法を採用してその道を進むよう提案された時、彼は自分がパウロの言う「十字架のつまずき」に直面していることに気づきます。「ダマスコの川アバナとパルパルはイスラエルのすべての川水にまさるではないか。私はこれらの川で身を洗って清まることができないのであろうか？」。私のような者には立派な方法、もっとふさわしい方法があるのだ！これが彼の問題の根幹です。


  これは多くの方法で適用できます。様々な人が別の線でこの同じ行き詰まりに直面します。知的行き詰まりに直面する人もいます。彼らは知的救いを受けることに固執します。すべてを自分の知性で了解できないかぎり、それは彼らにとって考慮に値しないもの、自分にふさわしくないものです。他の人々は自分たちにふさわしい他の器や他の手段によって救いを受けることに固執します。しかし、それがどうであれ、神には十字架によって示されているご自身の立場があります。神が髪の毛一筋ほどでもこれから逸れることは決してありません。神の立場は徹底的自己放棄です。これが十字架です！ヨルダン川に行くことは、名声、地位、栄誉、天然の人の領域にあるそのようなものをすべて全く放棄することを意味します。そうしないかぎり、ヨルダン川には決して辿り着けません。ナアマンは他の群衆が戦いに直面したように、この全く同じ立場に関して戦いに直面したかもしれません。しかしついには、自分を全く無価値な者と見なして、自分のことを全く顧慮しなくなる境地に達しました。ヨルダン川の水は人に対する神の裁きを依然として象徴しています。そうである以上、それは人をとても低い所に置いて、名声も栄誉もない者にまで低くします。天然の人が空っぽにされて、自分のことを神の前に何の価値もない者と見なすようにならないかぎり、決して突き抜けて主の豊かな命には至れません。


  これらは単純な真理ですが、未信者にあてはまるのと同じように信者にもあてはまります。長年の間、十字架の全き意義は主の民の前に明確に保たれてきませんでした。不幸なことに、福音の宣べ伝えの大部分は人の満足、人の益と祝福しか強調してきませんでした。その結果、後になって、数年後、主は天然の人を排除するものとしての十字架の事実を明らかにしなければなりません。その結果、私たちはクリスチャンを聖別するために大会や特別集会を開かなければなりません。しかし、聖別とは実は全き明け渡しの問題です。しかし、これはなんと明らかな間違いであることか。これはみなまさに最初のうちに何も保留せずになすべきことだったのです。十字架の全き意義がまさに最初から示されていれば、信者は最初から大会生活の水準に基づいて生きていたでしょう。私たちはみな、この間違いのとばっちりを受けて苦しんでいます。私たちの大部分、私たちの多くは、大いなる弱さと効率の悪さの中でもがきつつ年月を費やしてきました。私たちに関する十字架の全き意義を最初から全く見ていなかったためです。私たちはカルバリが罪人のための救いであることは見ましたが、カルバリはその人自身を排除したことをはっきりと見ていなかったのです。これを見る時はじめて、私たちは豊かな命に到達します。私たちは自分の天然の命からとても多くのものを新創造の立場の上に持ち込んでしまいました。そして、それを用いようとして、それが絶えざる重荷であり障害であること、それに対して、すべては神からでなければならないことを十字架は意味することに気づきました。この「すべて」は包括的・決定的な「すべて」です。


  ナアマンに対して十字架の全き意義が示されました。彼の肉は少しも顧慮されませんでした。彼の肉のための備えは何もなされませんでした。彼は華やかに従者を引き連れてエリシャの庵に来て、人を遣わして自分の到着を知らせました。しかし、預言者は椅子から立ち上がってどんなに素晴らしい人なのかを見ようともしませんでした。彼はただ自分の作業を続けて、「ヨルダン川へ行って七回身を洗いなさい」と言いました。この誉れ高い人は自分を無視されたことに傷つき、憤慨して立ち去って、「見よ、私は、彼がきっと私のもとに出て来て立ち、その神である主の名を呼んで、その箇所の上に手を動かして、らい病を治すと思っていた」と言いました。エリシャの態度は、「断じてそんなことはしません。私は肉に敬意を払いません！」というものでした。神は天然の人を少しも顧慮されません。


  これは、とても多くの主の僕が学ぶべき痛ましい学課です。主はその人が何者かを少しも顧慮されません。その人が救われているかすらもです。そのような人に神は目をとめません。預言者はナアマンを見るために目を上げることすらしませんでした。これが神の姿勢です。神は天然の人をご覧になりません。ただ無視して排除します。カルバリはこれを示します。


  これが命の道、豊かさの道です。これらの段階を通る時、これらの原則を適用される時、全く正反対のように思われます。この方面には全く何の命もないように思われます。希望はほとんどないように思われます。全くそのとおりです！その方面には天然の人である自分に益となるものは何もないと、天然の人は当然のように思うかもしれません。神がご自身の道を行かれる時、私たちの肉は救いから何も得ません。私たちの天然の命は決して満足しません。十字架を負って自分自身を否むことは、それが霊的に遂行される時、とても過激な性格を帯びます。それは自己否定なのです！


  これが十字架の意義であり、このような示しによりナアマンの真の心の状態が明らかになります。これは死の何たるかを私たちに示します。死の働きとは、結局のところ、天然の命の働きです。人々にはそれは偉大なもののように見えるかもしれません。それには人が素晴らしいと言うものがあるかもしれません。それはこの世で大きな成功を博しているかもしれません。しかし神の御前で、そうしたものをすべて無に帰して、考慮に値しないものにする何かがそこにあります。霊的死が支配しているのです。ナアマンは、復活の命、死に打ち勝つ命の問題に本当に真剣なのかどうかに関して、徹底的な試練の中を通されました。「ヨルダン川へ行って七回身を洗いなさい」。「七」は霊的完全さを意味します。ナアマンは霊的完全さの地点に引き出されました。


  ナアマンは二度目、三度目、四度目の後、途中でやめてしまった、とはこの物語はいっさい告げていません。これは、今や彼がこの問題に断固として向き合った上で、これを本当にすべてやり抜こうとしていたことを意味します。彼の僕たちが彼を説得して、彼はその説得に耳を傾けました。そしてこの問題に向き合って、事実上こう言いました、「わかりました、もしこれが道なら、私は何も保留せずにこの道を行きます。代替案は、この生ける屍のような状態で、もと来た祖国に帰ることです。私にその覚悟はあるでしょうか？それとも、私は何も保留せずこの問題に全力で取り組む覚悟があるでしょうか？」。問題の重大さのゆえに、彼はこの道を進み抜くことに決めました。もし完全な献身に少しでも欠けていたなら、彼はヨルダン川に二回身を浸してやめてしまい、「それ、見たことか！何も起きなかった！思ったとおりだ！」と言っていたかもしれません。その代わりに、ナアマンが忍耐したことがわかります。さあ、三回目ですが、何も起きません！四回目も何も起きません。五回目も何も起きません！六回目も何も起きません！しかし、彼は七回目に達しました。彼の信仰はこの問題に関してまさに最後まで試されました。


  これが自分自身の経験で何を意味するのか、私たちは知っています。神は私たちの前にある問題を置かれます。この問題は死に勝利する命という事にほかなりません。これは救われていない人にあてはまるだけでなく、聖徒にもあてはまります。この命の完全な現れを使徒パウロに見ることができます。彼は前進してある地点に達していたにもかかわらず言いました、「私はすでに獲得したわけでも完全にされたわけでもありません（中略）ただこの一事を努めています。すなわち、後にあるものを忘れて（中略）前に向かって進み、キリスト・イエスにあって上に召してくださる神の賞与を得ようと努めているのです」。「何とかして死者からの復活（ギリシャ語では格別な復活）に達するためです」。この復活は賞与の復活であり、一般的な復活ではありません。一般的なものではなく特別なキリストの復活の力の現れです。ですから、死に勝利する命の全き意義という問題は使徒パウロのようなタイプの聖徒に関係するものであり、クリスチャンの生活と経験に長く関わってくるものであることがわかります。しかし、私たちの救いにおけるキリストの復活の最初の現れと、死者からの格別な復活におけるその完全な究極的現れとの間には、継続的転機、この命の漸進的成長があります。さらなる豊かさに至るどの新たな段階も、まさにこの性格を帯びた転機によって特徴付けられています。すなわち、さらにどれだけ多くの自己を後に残す覚悟があるのか、ということです。ある時は私たち自身の個人的意志が主の御旨に逆らっているかもしれませんし、あるいは、罪の一種があってそれをやめる覚悟がないかもしれません。他方、それは積極的自己中心性の領域にはなく、むしろ素晴らしい性格を帯びているかもしれません。そうしたものに私たちは、物・地位・関係を手放して主と共に新たな領域に進み入る覚悟を決める問題で、出くわすかもしれません。その新たな領域は代価を要するものであり、新たな方法で自分自身の感性、感情、考えを脇にやることを意味します。それはさらに豊かなキリストの復活の力に至るためです。進み続ける時、私たちは絶えずこうした問題に直面することになります。私たちにとって、キリストの復活の力は、私たちの信仰を拡張して前よりも進んだ点に至らせることと関係しています。これは事実を述べたものです。主と共に進み続けるなら、これが真実であることがわかるでしょう。そして、いま私たちの前にあるものの価値がわかるようになるでしょう。その時、問題や危機に直面しても私たちはこう言えるでしょう、「これこそまさにそれです。目下の問題は、このさらなる一歩を踏み出す覚悟があるのか、ということです。これによっておそらく私はさらなる困難に巻き込まれるでしょう。これは自分自身の個人的考えを新たに脇にやることを意味します」。こういうわけで、それはかつてない信仰の一歩です。しかし、それは命の道であり、増し加わりの道です。ナアマンは神と共にその道を進み通し、神も彼と共にその道を進み通されました。第七段階にまで至ったのです。


  七回目の後、ナアマンは再び健康になりました。らい病が治っただけでなく、彼の肉体は幼子の肉体のようになりました。これは死の活発な働きが除かれたことだけでなく、彼が全く新しい領域に入ったことでもあります。幼子の肉体は全き新しさ、新しい命、新しい領域を物語っています。彼にとってそれは――予型として述べると――赤ん坊として人生を全くやりなおすようなものでした。すべてが彼の前にありました。新しい世界が彼の前に広がっていました。


  これが、肉なる者が復活の命の中に進み入る時に経験する霊的効験です。キリストの命の新鮮な経験に触れられる度に、私たちは世界が新しくなったことを感じます。新たな可能性が拓けます。過去の制約は、復活の命のこの度量という立場に基づいて私たちに臨んだこの新たな可能性によって無に等しくなります。あと残っているのは、特定の方面でこの命の新しさを表すことだけです。


  自分の霊的益のために用いられた僕に対する新たな態度


  癒される前、ナアマンはエリシャに激怒しました。怒って立ち去ろうとしました。しかし今、エリシャのもとに来ます。今や名声の問題はなく、今や自尊心の問題もありません。彼は直ちに真っ直ぐエリシャの庵に向かいました。祝福の器との交わりを求めました。もはやこれを恥ずかしいとは思いませんでした。


  交わりは命の中で確立されるというこの原則は広く適用することができます。命の分かち合いが交わりの基礎だからです。命を一度でも真に分かち合うなら、交わりの基礎が築かれ、分裂させる要素はすべて除き去られるからです。


  ナアマンはエホバを礼拝した


  彼はエホバを礼拝して言いました、「私は今、イスラエルのほか、全地のどこにも神のおられないことを知りました」。これは事実を述べたものであるだけでなく、試金石でもあります。主の復活の命を知る純粋な知識は、主をあがめること、主を礼拝すること、主ご自身への献身となって表れます。教えを受け入れただけなら、あまり遠くまで進めません。ある運動と関わりを持つだけなら、私たちはこの域に達しません。しかし、主の復活の力を個人的に知るとき、私たちの生活は主ご自身に対する深い敬虔な献身という印を帯びるようになります。それこそが証しです。証しは私たちが話すべき事柄ではありません。私たちの教え、私たちの体系、私たちの運動ではありません。地上の専門的な何かを代表するような私たちの交わりですらありません。証しとは私たちの主です！自分たちが受け入れた教えや、特定の場所で特定の人々が代表している教えについて話しているのを、決して見られないにしましょう。次のことに気をつけましょう。私たちにとって、これは主の問題なのです。そして、この教えがもし私たちを主にもたらさないなら、どこかが間違っているのです。おそらく、教えではなく私たちの理解が間違っているのでしょう。礼拝が、キリストの復活の力を知る人々の支配的特徴にならなければなりません。


  自分の持ち物を主にささげる


  注目すべき第三の点は、ナアマンは自分の持ち物を主の奉仕に使ってもらうことを望んで、贈り物をささげたということです。これが常に真の命の特徴でした。ペンテコステの時もそうでした。主が内側で御業をなして、ご自身の新たな豊かさをもたらされる時、私たちは自分の富をすべて主に使ってもらうことを望むようになります。とにかく、これがナアマンの気持ちでした。


  ここで、もう一つ考えるべきことがあります。このように贈り物を差し出されましたが、エリシャはそれを断りました。ある危険性を察知したからです。エリシャはシュネム人の手から物質的な好意を受けることに何の困難も覚えませんでしたが、ナアマンの手から何かを受けることは徹底的に拒みました。この二人の人は霊的に全く別の立場に立っていました。この特定の方面でエリシャがはっきりと見抜いた危険性とは、「結局のところ、この問題に自分はいくらか寄与したのであり、代価を払ったのである」とナアマンが感じながら立ち去ることがあってはならないということでした。支援的行為であることを少しでもほのめかすようないかなる贈り物や財物も、主は用いることを望まれません。肉の応答や天然の応答のための余地、その領域にある何かを満足させるための余地を、主は全く残されません。それでエリシャは、この時なおも、自分のしたことで自己満足することを好む天然の命が少しでも潜り込む可能性を察知して、それに対する扉を閉ざし、その可能性をいっさい許さなかったのです。彼はナアマンを祝福と共に送り返しましたが、個人的贈り物は受け取りませんでした。


  この時、ゲハジの悲劇が起きます。ゲハジは事の顛末を見て、ナアマンが帰路につこうとした時、その後を追って、自分の主人であるエリシャからのような長い物語をでっちあげ、贈り物を求めてそれを得ました。それがナアマンにどんな悪影響を及ぼしたのかはわかりません。しかし、それによってゲハジの上に恐るべき裁きが下ったことは知っています。「それゆえ、ナアマンのらい病はあなたに着き、ながくあなたの子孫に及ぶであろう」。


  この解き明かしは何でしょう？主イエスご自身がルカによる福音書四章二七～二九節でこれに対する洞察を私たちに与えてくださっているように思われます。


  
    「『また預言者エリシャの時代に、イスラエルには多くのらい病人がいたのに、そのうちの一人もきよめられないで、ただシリヤのナアマンだけがきよめられた』。会堂にいた者たちはこれを聞いて、みな憤りに満ち、立ち上がってイエスを町の外へ追い出し……。」
  


  ゲハジはエリシャと親しく接してきました。その働きを見、その言葉を聞いてきました。エリシャが代表していたものを、ゲハジはすべて利用できました。しかしゲハジは、それをみな知っていてそれと関わってきたにもかかわらず、たんなる形式的立場にとどまって、決定的立場には決して立ちませんでした。さて、主がユダヤ人に何を言っておられるのかがわかります。多くの言葉を費やしてそう言う代わりに、主はゲハジの状況を当時のユダヤ人にあてはめたのです。「あなたたちは聞いてきました。命の器と親密に関わってきました。その働きを見てきました。それに身近に接してきた観点から、それについてすべて知っています。しかし、表面上神を代表するにすぎないたんなる形式的立場にとどまって、決して生ける立場に至りませんでした。あなたたちへの裁きはらい病、死です！」。これがイスラエルに起きたことです。


  ゲハジは形式的立場に立ちました。シュネム人の息子が死んで、彼女が息子をエリシャのベッドの上に横たえ、彼に会いに行った時、彼が形式的な方法で行動したことがわかります。預言者はゲハジに言いました、「……私の杖を手に持って行きなさい。（中略）そして、私の杖を子供の顔の上に置きなさい」。すると、ゲハジが形式的なもったいぶった仕草で杖を取ったことがわかります。偉大な預言者の代表者として出かけて行き、杖を息子の上に置いて、何らかの結果が生じるのを期待しましたが、何も起きませんでした。おそらく、杖をあちこち振り回そうとして、何らかの反応を得ようとしたのでしょう。しかし、形式にすぎないものに死は決して屈しません。死はただ命にのみ屈します。勝利の命の化身である人自身がその体の上に身を伸ばす時、死は命に呑み込まれます。しかし、形式的なものにはこれは不可能です。


  ユダヤ人の指導者たちは全く無能でした。神の代表者と思われていたにもかかわらずです。命と密接に関わっていましたが、それでも死んでいました。キリストによって代表される立場に至らず、ゲハジのように自己を追求していました（まさにこの自己追求のせいで偏見を抱いたのです）。そのため、裁きが彼らの上に下り、彼らは滅びました。何世代もの間、それ以来彼らはこの裁きの下にあり、今日もそうです。らい病と死がこの時代のあいだ彼らにとりついています。


  これがこの出来事の教訓です。この証しととても親しく接すること、物事に触れることは可能です――耳で聞き、目で見、知識を得て、形式的なものと関わるのは可能です――しかしそれでも、この復活の立場の上に生き生きと決して立っていないかもしれないのです。そのような立場にあるのは恐ろしい悲劇です。しかし、そのような人が大勢います。その方言を話し、その表現を用い、その用語を再現することはできるのですが、命を持っていないのです。それと関わりを持つ特権を持っていても、それでも合一の命の中にいないおそれがあるのです。


  この物語の結末に来る時、この警告の言葉を省くことはできません。この警告の響きに打たれて、この警告を考慮するよう強いられます。それでも、主が私たちを召しておられるさらに高い立場に再び言及して終わることにしましょう。主は私たちをキリストの復活の力によって絶えず増し加わる主ご自身を知る知識に召しておられます。神聖な命のこの増し加わりは、私たち自身の利益、私たち自身の考えを放棄する道によります。死によらずして命なし。損失なくして獲得なし、です。


  どうか主がこのメッセージを、各自の必要に応じて、私たちの心の中に語り込んでくださいますように。


  



  第六章 天の御座


  



  聖書朗読：列王記下六・八～二三


  



  エリシャの生涯のこの区分に達する時、私たちは復活の力の究極的特徴に触れます。それは天の御座と関係しています。列王記下第六章と第七章に示されているのは、エリシャが天の御座に関して持っていたこの秘密の奥義的な接触です。あなたはここで、どちらかというと偶発的性格を帯びたものから離れて、状況の背後にあるものに至ります。エリシャと天の神の御座との間に秘密の隠れた交流があったことがわかります。シリヤの王の計画と狙いが暴露されます。エリシャは人によらず、いかなる人間的観察にもよらず、秘密の情報を得ます。何が起きているのか、自分自身の内で知ります。彼はすべての情報の供給源であるかしらと接触を持ちます。御座とのこの隠れた霊的接触に基づいて、彼は活動し、行動します。そして、死と破壊をもたらす諸々の計画を打ち破ります。


  新約聖書の言葉を用いると、エリシャは敵の策略について無知ではなく、それらを悟る地点に達します。これは霊的知覚です。霊的知識です。天にある統治の御座との霊的結合から発する知識です。


  シリヤの王が彼を襲おうとする時、同じ性格を帯びた二つの他の事が私たちの前に現れます。


  １．エリシャの僕の目が開かれる


  主はエリシャの僕の目を開いて、主人がすでに見ていたもの、すでに知っていたもの、すなわち主の僕に味方する霊の軍勢を見せました。


  ここにもまた、大いに現実的な形による御座との合一、御座のいっさいの力との合一があります。


  ２．シリヤの軍勢は盲目にされる


  同じようにこの合一により力が発揮されて、エリシャを捕らえるためにシリヤの王が遣わした大軍を盲目にしました。この御座との接触のおかげで、エリシャは敵軍の指揮を取り、統治者、支配者、指揮官となります。


  ある意味において、これはローマへの航海でパウロに起きたことを予表しています。彼がこの航海を始めたとき、人間的に言うと、彼は囚人でした。しかし最後には指揮官となり、すべて――船、乗組員、他のすべてのもの――が彼の指揮下にありました。これは、彼が御座に触れていたことによる霊的優位性の一つの事例にほかなりません。


  次にまた、七章に記録されている飢饉の逆転にも、この同じことが示されています。恐ろしい悲惨な飢饉があって、それには恐ろしいゾッとする面が伴っていました。翌日、ただ同然で食物が手に入ります。略奪軍の軍勢はある噂のために引き返し、引き返すときに軍勢の食糧をすべて残していきました。この食糧は神の民のための食糧になりました。エリシャの口が語った主の御言葉によって、これが起きたのです。


  これらすべての事柄において、二つの点、すなわち一つのことの二つの面を見ます。死に勝利する命の力がそこにありますが、それは御座との合一を表すものとしてです。これを認めるとき、次のことを認めなければなりません。すなわち、主とその復活の力を知ることの究極的結果・目的は、今生においてすら、御座との合一なのです。それは主との天的な合一です。


  ここにおいて、エリシャの生涯の基礎を成すものが、その最も充実した最も高邁深遠な姿で現れます。つまり、エリシャは天に行った主人との霊的合一を確立したうえで、その生涯の務めを始めたのです。エリヤの霊がエリシャの上に下ったことにより、彼らは一つになりました。天にいるエリヤと地上にいるエリシャは、この霊のゆえに一つです。エリシャの生涯に起きることはみな、エリヤが天にいることの意義の表れにほかなりません。


  これらすべてのことにおいて、いと高き方の右手に上られた主イエスの高揚の型を明確に見ることができます。キリストの僕であり、地上におけるキリストの器である教会は、聖霊によってキリストに結ばれています。したがって、キリストがおられる御座と堅く結合されています。教会が地上にあるのは、昇天した主のこの御座の力と主権を表すためです。この中に信者はみな、個人的にも団体的にも、主によって召されています。


  これはここで切り上げて、まず第一に主との合一の事実を簡単に見ることにします。


  １．主との合一の事実


  御言葉に向かってこの事実を立証するには、あまり長くかかりません。これを明確に立証するには、御言葉の一部を取り出すだけですみます。しかし、それ以外にももっとたくさんあります。ヨハネによる福音書を例にとると、主との合一がこの福音書の大きな特徴の一つであることがわかります。まさに最初からこれが様々な形で描写されています――二章、三章、四章、五章、六章もそうです――主との合一という様々な面を持つ一つの真理が示されています。次に、主がその描写と強調を終える時が来ます。これがご自身と弟子たち、弟子たちとご自身との間の関係の最も深遠な現実であることを示した後、主は去ることについて話し始めます。やがて間もなく去ることについて、多くのことを話されます。このような発言によって、主は弟子たちの間にかなりの不安を引き起こされます。それで弟子たちは大いに困惑します。


  次に、この不安、恐怖、恐れ、心配が弟子たちの間である点に達した時、したがって、状況が圧倒的絶望に立ち至ろうとしていた時、主は慰めの言葉でこの状況をすっかり変えてしまわれます、「心配してはいけません……」。この時から主は続けて次のことを示されます。すなわち、主がそれまで合一について述べてきたことは、弟子たちとの間の主のいかなる地的関係よりも深遠な強い性格を帯びた霊的なものにならなければならない、ということです。去って行くけれども、依然としてとどまっていることを主は示されます。主は天におられるようになりますが、依然として弟子たちの間におられます。この合一は途方もない現実です。これは地上における人々の関係よりも遥かに現実的であると、主は明言されます。


  この福音書からヨハネの第一の手紙に移ると、そこでもこの同じ事がいかに強調されているのかがわかります。「……私たちの交わりは御父との、また御子との交わりです……」。これがこの手紙の基礎です。その性質がこの手紙の中で展開されています。しかし、私たちはその性質について扱っているのではなく、天の主との合一という事実を見ています。


  これは異教における神と礼拝者たちとの関係のようなものではありません。異教の神々とその礼拝者たちとの間にはある関係があります。しかし、それを合一とは決して呼べません。これは創造主と被造物との間の関係ではありません。主人とその僕たちのような関係ではありませんし、職人とその道具のような関係でもありません。こうしたものはみな、ある関係を表していますが、決して合一を表していません。主が計画されたものは、そのような関係とは大いに異なっています。このような関係しか知らない人々が少なからずいるのではないかと、私たちは恐れます。神は彼らにとって創造主であり、彼らはその被造物です。神は彼らにとって神――おそらく唯一まことの神――であり、彼らはそのまことの神の礼拝者です。しかし、それは合一ではありません。神は合一を望んでこられました。これは聖書全巻を通して啓示されている偉大な事実です。


  ２．この合一の性質、基礎、計画


  （ａ）その性質


  その性質は、いま述べたような関係を遥かに超えたものです。この関係の性質は本質的に霊的です。つまり、霊の合一なのです。「主に結合されるものは一つ霊です……」。「……神を礼拝する者は霊の中で礼拝しなければなりません……」。なぜなら、「神は霊」だからです。ですから、この合一は霊の合一です。これは他のいかなる種類の合一よりも深いです。これ以上深く進むことはできません。これが人の最も深い性質、人間存在の最も現実的な部分を決めます。それは、神から見た人の根本的な部分、すなわち霊です。


  （ｂ）その基礎


  その基礎は命です。これこそヨハネが明らかにしていることです。福音書では絵図によって、手紙では直接的な言葉で明らかにしています――「……神は私たちに永遠の命を与えてくださいました。この命は御子の中にあります」。「御子を持つ者は命を持ちます」。これは、私たちの関係は御父と御子との関係である、という基本的宣言を述べた御言葉です。この関係はまさに彼の命を持つことであると説明されています。神との合一の基礎は、神ご自身の命が新生のときに私たちに与えられることです。この基礎の上に神はすべてを建て上げ、この基礎に基づいて神はすべての価値を測られます。そうでないところでは、合一に関するかぎり神は何も行えません。


  神のすべての御旨を達成・実現するために、神はその存在のまさに本質、すなわちその命を人の中に注入しなければなりません。神は霊的な永遠の普遍的御旨を天然の命に基づいて実現することはできません。聖書が明確にしているように、人自身の天然の命は神の御旨達成の基礎には決してなりえません。神の命だけがそれをなしえます。このように、その希望をすべてかなえるために、神はまず第一にご自身の基礎を据えなければなりません。神の希望はご自身の命の中にあります。私たちの命の中にはありません。神はご自身の希望の基礎を新生の時に内側に据えます。そして、この基礎に基づいてご自身のすべての御旨を進展させ、すべての意図を成就させます。


  この命は光をもたらします。光は命です。命なくして光はありえません。光は本質的です。なぜなら、人は意志を持たない被造物ではなく、一つの命の基礎の上で神と賢く協力することによって、神の諸々の御旨を実現するよう定められているからです。ですから、光が必要です。もし私たちが光の中を歩くなら、私たちは交わりを持ちます。ですから、合一の基礎は命であり、命は光という結果になります。これによって、また従順がもたらされます。


  ご自身との霊的結合をもたらすこれらすべての働きにおいては、御言葉がその道具であることがわかります。命は御言葉によって臨みます。光は御言葉によって臨みます。創造の初めのとき、被造物を御旨のためにご自身との生ける合一にもたらすとき、その道具となったのは第一に御言葉でした。再創造すなわち再生にあたっても、それは御言葉でした。「初めに言葉があった」。最初は常に御言葉です。こういうわけで主イエスは、「わたしがあなたたちに話す言葉は霊であり、命です」と言われました。ですから、生ける御言葉による命と光が神との合一の基礎なのです。


  （ｃ）その所在


  この合一の所在は、新約聖書の言葉を用いると、「心という内なる人」です。「……私たちの内なる人は日毎に新しくされていきます」、「……どうか神が、御霊を通して力をもってあなたたちの内なる人を強めてくださいますように」（エペソ三・十六、アメリカ標準訳）という句をパウロは好んで用いました。この内なる人とは何でしょう？私たちの存在の最も深い部分である、私たちの霊です。これが合一の座です。合一の性格は、もっぱら肉体的なものではありません。これは言うまでもありません。私たちと神との間の合一は精神的なものに由来するものではありませんし、感情的なものでもありません。私たちと主との間の合一は、もっぱら私たちの魂の領域の中にあるものではありません。私たちの霊の中にあります。それは私たちの魂よりも深いものです。つまり、私たちの理性よりも深く、分析や理解のための私たちの天然的知力よりも深いのです。私たちの感情よりも深く、私たちの感覚よりも深いのです。主との合一の事実は、それが確立される時、たとえ私たちの感覚がことごとくそれに反する時でも残ります。私たちの理性の力がことごとく完全に混乱してしまう時でも残ります。理性の領域や感覚の領域の中に「この合一は存在しない」というきわめて大きな証拠があるように思われたとしても、この合一は残ります。


  私たちと主との間の合一は、私たちの感情や理性とは何の関係もありません。主の民がこれをよく理解することが重要です。時折り座り込んで自分の理性に任せるなら、この合一は存在しないと私たちは結論づけるでしょう。このような合一に対する強固な積極的反論がかなりあるからです。自分の感情や感情の欠如が基準になることを許すなら、私たちはこの合一をすっかり放棄して、「そのようなものは完全に神話である」と宣言するでしょう。主との合一の事実に感情が全く反することも時々あります。それでも何も変わりません。一度合一が生じたなら、合一は常に存在します。「それを感じる必要があるのであって、感じないかぎり信じない」という立場を取る人々は、惨めな時を過ごすことになるでしょう。「知力を尽くした議論によって、この合一を説明しなければならない」と要求する人々にも同じ事が言えます。


  霊の命は人の知性の範囲を遥かに超えたものです。それを据えるのはとても幸いなことです――ただしそれは、真に新生していて、積極的に熟慮の上で意図的にこの新しい命の法則を破らなければの話です。この命の法則を破るなら、この命は不従順のせいで麻痺して停止し、しばらくのあいだ働かなくなってしまいます。私たちは持っている光の中を、主に対して従順に歩む必要があります。主の感覚が私たちの魂の領域から消え去って、私たちの知性の領域が全く混乱・矛盾しているように思われる時もあるでしょう。それにもかかわらず、この事実は残ります。この合一は存在します。主は私たちの感覚よりも忠実です。


  これを知ることは次のような時に大きな慰めです。すなわち、私たちの感情が移り変わり、私たちの感覚が変化する時、また、おそらく肉体的・精神的疲れのせいで、こうしたいわゆる強い霊的感覚が消え去り、一時的に霊の命の高次の恍惚状態から落ちて、味気ない状態になったかのように思われる時です。しかし、しばらくするとこれは過ぎ去ります。そして、主は依然として臨在しておられることがわかって、私たちは再び前進します。変わったのは主ではないこと、自分が惨めな時を過ごしていただけであって、この惨めな時によって根本的変化は何も生じなかったことを、私たちは理解するようになります。私たちは不従順によって神の活動を妨げることはできます。光に対して罪を犯すことにより、神聖な命を麻痺させることはできます。しかしそれでも、「……たとえだれかが罪を犯しても、私たちには御父と共なる助け主があります……」。ヨハネはこれを彼の手紙の中で交わりに関して述べていますが、これは慰めです。それはこう述べています、「……私たちの交わりは御父との、また御子との交わりです……」。私たちは「彼が光の中におられるように、光の中を歩む」べきです。そうする時、「……御子イエス・キリストの血はすべての罪から私たちを清めます（ギリシャ語では、清め続けます）」。


  この合一はまさに私たちの奥底の霊の中にあります。移ろいゆく魂の命よりも深く、思いよりも深く、感情よりも深いです。そうです、意識よりも深いのです。この問題においては、私たちの意識は神の御業の深みに達しません。「これはどういう意味ですか？」と尋ねる人もいるでしょう。その意味はレビ記が意味するところとまさに同じです。無意識のうちに罪を犯してしまった人のために、ある特定の備えがあることがわかります。無意識のうちに罪を犯す、ということがあるのでしょうか？これは、罪の意識はないにもかかわらず、それでも罪であることを意味します。最終的基準は意識ではありません。最終的基準は神の規準であって、私たちの意識ではありません。私たちの意識は、結局のところ、限られています。神の規準は限られていません。神の備えが関係しているのは神ご自身の基準であって、私たちの意識の基準ではありません。私たちはこれから助けを受けるべきです。神の備えはご自身の要求の目的に対するものであり、私たちがそれらの要求にどれだけ気づいているのかという基準に対してではありません。神の働きは私たちに属するいかなるものよりも深いのです。


  ３．合一の結果は統治である


  これまで述べてきたこれらの特徴を、列王記下六章と七章に追うことができます。暗闇の所在に注意してください――霊的暗闇がエリシャの僕によって表されています。この僕は霊の事柄が見えませんでした。彼は霊の事柄をどのように理解するようになったのでしょう？第一に、エリシャとの合一を通してです。エリシャは復活の命の力です。次に、光である方との合一のゆえに、彼は光の中に入ります。しかし、その手段は何でしょう？御言葉です。その結果は何でしょう？権威、優位性、主権です！「ああ、わが主よ！どうすればいいのでしょう？」という言葉に示されている恐れと恐怖の場所から、「……私たちと共にいる者たちは、彼らと共にいる者たちよりも多い……」という真理を悟る場所に直ちに移ります。命による合一を通して照らされることにより、私たちは大いなる霊的力の場所の中に入ります。


  これは重要な大いに価値のある黙想の広大な領域を開きます。神の御旨の全き領域の中に私たちを直ちに連れて行きます。これを創造の順序の中に絵図として見ることができます――最初に暗闇、命の御言葉、光、秩序、そして主権の地位にある人です。これは神ご自身と新創造との間の霊的関係に関する神の御旨の、創造における絵図です――混沌、暗闇、命の御言葉、光、交わり、主権です。これをずっと辿ると、新約聖書に啓示されているキリストによる神の御旨は、人を御座にもたらすことであることがわかります。これはヨハネによる福音書の中に描かれており、霊的な形で示されています。「……わたしがいるところに、彼らもまたいるようになるためです」。これがペンテコステの時に聖霊によって霊的事実として実現されます。霊的にはこの時以降、主の民は霊的に絶対的な優位性と主権の地位にあるものと見なされていることがわかります。これが使徒パウロ自身の生涯のまさに最後まで実に豊かに示されているのがわかります。環境や、地上における彼の生活の状態がいかなるものであれ、彼は霊的に天の御座と一つです。ですから、牢獄にいる時でも、彼は決して自分のことを皇帝の囚人とは呼びませんし、決して自分のことをネロの囚人とも言いません。彼は自分のことをイエス・キリストの囚人と呼びます。そして牢獄の中にあって、地的制限にもかかわらず、天上の無限の広がりの中を動き回っています。彼は囚人ではありません。天におられる自分の主との合一の意義を霊的に知っています。これが彼の実り豊かな効果的人生の秘訣です。


  神のこの御旨に関して、時折、明確な言葉が述べられてきました。「勝利を得る者をわたしと共にわたしの王座に座らせよう。わたしが勝利して、わたしの父と共にその王座についたのと同じように」。神の御旨はこれです。今はこれは霊的なものですが、次に文字どおり実現します。今はこれは御座についておられる御方との内なる合一であり、霊的力と他のすべての勢力に対する優位性とを伴っています。次に、これは文字どおり完全に現されます――教会による普遍的主権として現されるのです。


  これが復活の命のまさに性質です。これはみな、キリストの死、復活、高揚についての私たちの理解と結びついています。あなたはキリストの死をどのように理解しているでしょう？あなたはキリストの死が、決して治めることができず決して御座に至れなかった人の死であり、この人を除き去る死だったことを理解しているでしょうか？アダムは、罪を犯した後、決して御座に至れませんでした。神はそのような人を主権者にすることは決してできませんでした。アダムは自分の主権を失いました。神は堕落した人を決して主権者にはされません。キリストの死は、決して統治できないこの人を法理的に除き去って、統治できる人のための余地を設けます。私たちは主イエスの復活を、御座に進み出ることのできる別の人を生み出すものとして理解しているでしょうか？主イエスとの私たちの復活による合一のまさに本質は、御座におられる方と地上にいる私たちとの間の一つ命による合一です。あなたは主イエスの高揚をどのように理解しているでしょうか？あなたが高く揚げられたことを表すものとして理解しているでしょうか？彼が死なれた時、あなたも死んだこと、彼が復活した時、あなたも復活したことを理解しているでしょうか？これは霊的現実です。


  今や、肉から生まれたものは去りました。復活により、御霊から生まれたもの、すなわち霊の人が生じました。これは主イエスと共に復活したあなたです！死と復活に言えることは、高揚にも言えます。つまり、彼が高く揚げられた時、あなたも彼にあっていと高き大能者の右手に上げられたのです。キリストが彼処におられることは、私たちも彼処にいることを表していることを、私たちは理解しているでしょうか？これは客観的真理であるだけでなく、いま私たちの内にある彼の昇天の命のおかげで現実のものとなっています。聖霊は天におられる彼とここにいる私たちとの間に生き生きとしたつながりを造ってくださいました。彼が万物の上におられる事実は、彼にあって私たちも万物の上にあることを物語っています。


  「それは理論的には正しいかもしれませんし、教理的には正しいです。私はこの話に異議は唱えません。しかし、私の場合はそうではありません」と、あなたは言うでしょう。これは主のせいではありません！これは私たちが主の復活の命の基礎の上で生きることを学んでこなかったせいです。私たちは依然として自分自身の命という基礎の上でクリスチャン生活を送ろうとしています。私たち自身の命は決して御座に至れません。努力によって、自分自身の試みによって、クリスチャンたらんとしている人々は、絶えず御座からかけ離れた所にいます。キリストに敵対するあらゆる勢力のおもちゃになっています。しかし、聖霊によってキリストの命に基づいて生きる秘訣を知る時、キリストは私たちから離れて彼処におられるのではないこと、主権を持つキリストと私たちとの間には、キリストご自身の命の力によって合一が存在することを、私たちは徐々にますます知るようになります。まさに復活の命が、主権を持つキリストの命そのものなのです。私たちの内にある復活の命が道を得るたびに、それは私たちを主権の中にもたらします。キリストの命が私たちの中で自由に働くたびに、それは私たちを優位な立場に置き、私たちを上に引き上げます。これは霊的な力であり主権です。


  ４．合一の法則は信仰である


  ここで、主イエスを信じる信仰は、おそらくこれまでの私たちの理解を超えたものになります。キリストを信じる信仰とは何でしょう？それは、神の右手に私たちのために、また私たちとしておられる主の何たるかについての理解です。そこに一人の人がおられます。その人は私たちに対する神のすべての御旨を細部に至るまで貫いて実現されました。一人の人によって、私たちに対する神の御旨は完全かつ決定的に達成されました。この人は私たちを神の御旨にもたらすのに必要なものを――ご自身のためではなく私たちのために――すべて持っておられます。キリストは私たちの勝利です。キリストは私たちの命です。キリストは私たちの知恵です。キリストは私たちの聖潔です。必要なものの目録をすべて調べても、私たちを神の全き御旨にもたらすために、キリストが私たちに対するそれとされていないものは何もありません。信仰は、それを受け取って、それに基づいて行動することにより、それを生きたものとします。


  敵が荒れ狂っているのでしょうか？キリストは勝利しておられ、敵を征服した勝利者です。信仰はキリストを招き入れて、敵が大いに活動している状況に対してキリストを立てます。私たちが神の御旨に達するのを制限しようとするものが何であれ、キリストはそれに処するための備えです。しかし、キリストがそうされるのは、私たちが信仰の線上にあるときだけです。キリストを信じる信仰は素晴らしいものです。あなたや私がさらに学ぶべきは、必要が何であれ、キリストを私たちのために状況の中に招き入れることです。それは私たちがキリストによって生きるためです。そこには常に、私たちに関するかぎり、「私にはできない」の総目録があるでしょう。しかし、「私にはできない」で私たちは済ませようとしているのでしょうか？それとも、自分にはできないことをきっぱりと認めようとしているのでしょうか？これは決着済みです！これ以上何も言う必要はありません！しかし、まさにここで主には「できる」が始まります。私たちは消極面で立ち止まるのではなく、積極面から始めます――「私はキリストを通して何でもすることができます……」。これはキリストを信じる信仰に関する私たちへの挑戦です。これはキリストをあらゆる状況の中に招き入れます。これが統治、主権です。これが御座です。なぜなら、彼は高く揚げられた、統治するキリストだからです。


  キリストがそこにいてその地位についておられることを私たちは喜びます。「神は万物をキリストの足の下に従わせ、彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました。この教会は彼のからだであって、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です」。信仰はこれを理解します。信仰はこれを見ます。信仰はこれを適用します。それは天におられるキリストの何たるかです。


  ことの順序はこうです。最初、私たちはキリストにあって御父との合一を持ちます。最後には、キリストとの合一を御父にあって持ちます。これは御言葉が教えていることです。まず、私たちの合一はキリストによる御父とのものです。次に、御言葉が示しているように、この過程の目標は、最終的に、キリストとの御父による合一です。


  合一は漸進的なものです。信仰は今のところ、キリストによる御父との合一の方向に向かって働いています。信仰の最終的働きは、私たちを御父によるキリストとの合一にもたらすことです。この意味は――これを言う必要があるでしょうか？――神格の中に吸収されることや、神性にあずかることではありません。


  私たちの黙想の主要な点は、復活の命、キリストの復活の力は、その性質上本質的に、主との御座結合であるということです。そして、それはいま霊的な形で実際的に完成されなければならないということです。究極的に、それは普遍的に文字どおり完成されるでしょう。私たちの今の仕事は、この一人の人、イエス・キリストによって、命の中で支配するすべを学ぶことです。


  命の中で支配することの意味を主が私たちに教えてくださいますように。


  



  第七章 最後の場面


  



  聖書朗読：列王記下十三章十四～二五節


  



  これらの節はエリシャの生涯の最後の場面について記しています。際立った三つの点があります。


  １．主の解放の矢
 ２．矢で地面を打つこと
 ３．死んだ兵士の体がエリシャの体に触れて生き返ったこと


  この三つの事例は、その生涯の霊的意義に照らして見るとき、エリシャの生涯の結末にとてもふさわしいです。つまり、エリシャは復活の命の力を一貫して代表しているのです。すなわち、命の証しは一貫して、様々な多くの形を取る死に対する証しの一つなのです。ここでは、人生の終わりにあるエリシャが描かれていますが、その命はなんと見事に保たれていることでしょう。


  過去に起きたすべての出来事に、これらの出来事はなんとふさわしいことか。死に勝利する命がまさに最後まで貫いています。彼は病気であり、それによって死んだと御言葉は述べていますが、それは一つの面にすぎません。これは器である人に関係しています。エリシャは決して死ななかったという別の面もあります。器であるこの人が死ぬ時でも、死に打ち勝つ命の証しは保たれます。ですから、死人ですらこの証しによって生き返らされます。この証しはその器が亡くなっても継続します。それは力強い命です。


  ここでエリシャは寝床にいます。老人であり、人間的には弱さの中にあります。間もなく亡くなろうとしています。イスラエルの王が彼の所に来たので、彼は寝床で体を起こし、王に弓と矢を持って来て、弓に矢をつがえるよう命じます。それから、預言者は王の手の上に自分の手をのせて、二人で目一杯弓を引きます。そして、この矢は復活の命の力によって、寝床から開かれた窓を通って進んで行きます。復活の命がその矢の中にあります。死に打ち勝つ勝利の命は、主の解放のこの弓の力です。


  次に、矢で地面を打つように王は命じられます。王は三回打って、それきりです。神の人は王に怒ります。生き生きとしている王よりも瀕死の預言者の方に、依然として多くの力があります。彼は最後までまさに力の化身です。こう言っているかのようです、「なぜあなたは続けないのですか？なぜこんなにすぐやめてしまうのですか？なぜこれをやり通さないのですか？」。彼は命と力を呼吸します。


  次に、たとえ彼の体は死んで墓の中にあっても、それに触れることは命です。これは素晴らしい結末であり、意義と霊的価値に満ちています。その全生涯にふさわしいこれ以上のものはありません。これ以上に素晴らしい結末や大団円はありえません。何か悲劇に見舞われて、悪の餌食になって殺されるか、あるいは、場面から簡単に消え去るなりして、もしエリシャが亡くなっていたなら、それは残念なことだったでしょう。あらゆる方面で死に対する勝利を一貫して表しているものについて、そのような連想は決してできません。この証しがずっと未来まで保たれて、時の中から永遠の中に入ることを期待します。まさに、そうなります。この死に打ち勝つ勝利の命は、ここで終わるものではなく、継続します。これはその器よりも長持ちする証しです。


  この三つの出来事に戻って、それが私たちに語りかけていることをある程度理解しようと努めることにします。エリシャの生涯、エリシャの全生涯におけるこれらの出来事にはどれも、汲めども尽きぬ深みと豊かさがあります。しかし、エリシャの人生の最後のこの三つの出来事には、私たちが学ぶべき、多かれ少なかれ明らかな教訓と思われる点がいくつかあります。


  １．主の解放の矢


  これは敵に対する勝利の問題でした。そして、これは敵に対する完全な決定的勝利を与えるという主の御旨の問題でした。イスラエルの王があずかったものと主の御旨とは異なっていました。王は限られた形でしか勝利にあずかれませんでしたが、これは彼自身の落度でした。主はそれを遥かに超えるものを備えておられました。私たちはすぐにこの点に戻って来ることにします。


  この問題は神の観点から見ると、主の敵を完全かつ決定的に征服することでした。解放と勝利の全容はエリシャの預言と関係していました。さしあたって、主の民の代表である王の理解が限られていたせいで、この預言の完全な成就は遠い未来に延期されたとはいえ、それにもかかわらず、主の解放の矢は放たれています。そして、この延期にもかかわらず、究極的に主の民は完全な全き解放を得ます。この預言の中で彼らに対して解放が保証されています。この解放の矢は預言の矢であり、エゼキエルのような他の預言書の中にさらに豊かに見られます。エゼキエルは枯れた骨の谷の幻を見ましたが、これには主の民を復活させる輝かしい活動の面もあり、最終的に彼らは自分たちの足で立って強力な軍隊になりました。これはみな、この解放の矢と関係しています。しかしそれ以上に、この絵図、この型では、最後の敵に対する神の民の究極的かつ完全な霊的勝利が予見されています。「滅ぼされるべき最後の敵は死です」。この最後の敵である死に対する決定的勝利の保証、証拠、権利証書は、復活の命がすでに主の民に与えられている事実です。


  この最後の敵は、キリストのからだである教会により、キリストの復活の力によって征服されます。教会はその意義に長らくあずかってきました。教会は、自らの弱さのせいで、そのごくわずかしか知りませんが、最終的にこれは完全に実現されます。最終的にこの最後の敵は教会によって滅ぼされます。主の御言葉はこの事実で満ちています。最後の敵が滅ぼされて、死が最終的に追放されるのは、キリストのからだである教会によってです。


  この保証は、すでに死に打ち勝っているキリストが、そのからだの中に住んでおられるという事実です。エペソ一・十七～二一といった節を見てください。キリストの復活の力の内なる働きに由来する普遍的主権をそこに見ます。これを聖書の言葉で言い換えると、「御力の卓越した偉大さ」――これは復活によるものです――となります。これによって神は死者の中からイエスを復活させられましたが、これは普遍的権威という結果になります。このように、敵のあらゆる力に対する普遍的権威がキリストの復活の力の中に宿っています。死を完全かつ決定的に滅ぼす力を復活の命は宿しています。キリストのからだである教会は、この力を知ることにより――「……どうか私たちの主イエス・キリストの神が（中略）知恵と啓示の霊をあなたたちに賜って神を認めさせてくださいますように。（中略）それはあなたたちが御力の卓越した偉大さを知るようになるためです」――かしらがすでにおられる所に到達します。


  この節から同じ手紙の三章二〇節に行くと、同様のことが述べられています。「……私たちの内に働く力にしたがって」。これはどんな力でしょう？「御力の卓越した偉大さ（中略）これを神はキリストの内に働かせて、死者の中から復活させました……」。「この御方に教会により、またキリスト・イエスにより、代々かぎりなく栄光がありますように」。ここに復活があります。


  繰り返しましょう。この最後の敵である死は、教会の中で、また教会によって、決定的かつ完全に打倒されます。これは、キリストのからだである教会の中に働く主イエスの復活の命に基づきます。こういうわけで、あなたも私も今、復活の命の基礎の上で生きることを学ぶ必要があります。これが、主がわざわざ私たちを、ご自身の復活の命だけが私たちの必要を満たせる所に連れて行かれる理由です。これが、主の命以外の他の命の基礎をことごとく私たちの足下から断ち切るために、常に十字架が適用される理由です。これには重大な結果が絡んでいるからです。すなわち、教会は選ばれた手段であって、これにより復活したかしらは死の問題に最終的決着をつけるのです。


  これは私たちをエリシャのこの物語の興味深く意義深い点に導きます。イスラエルの王がエリシャにどのように呼びかけているのかに気づいたしょうか？十三章十四節を見てください。驚くべき呼びかけであることがわかります。王は何を言わんとしたのでしょう？エリシャはエリヤと同じ道を行くものと期待していたのでしょうか？エリシャがまさに携え上げられようとしていることについての感慨を述べたのでしょうか？ヨアシの観点からはわからないことを、私は告白します。しかし、聖霊の側に立って何かを見ることはできると思います。なぜなら、これが聖霊の霊感によるものである以上、そこにはある霊的意義があるからです――「わが父よ、わが父よ、イスラエルの戦車よ、その騎兵よ！」。これは死に対するエリヤの勝利でした。この形の勝利はエリシャにはありませんが、同じ言葉が述べられています。エリシャはエリヤのように火の戦車によって天に上ったわけではありません。それにもかかわらず、全く同じ言葉がエリシャにもあてはまります。彼は死を征服して死によって征服されなかった人々と同じ列に連なりました。しかし、その違いは何でしょう？エリヤが外面的に携え挙げられたのだとすると、エリシャは内面的に携え挙げられたのであり、これは同じ事だったのです。復活の命はいかなる場合も携え挙げという結果になります。その結果は勝利です。それは死に対する勝利であり、死に対する勝利は携え挙げです。携え挙げとは何でしょう？栄光です！携え挙げの原理と基礎――それはキリストの復活の力です――に関するかぎり、その外面的結果の如何にかかわらず、これはそうなのです。


  人生の最後の時にあったパウロは、そうなりたいと最初に望んだとおりの者ではなかったでしょうか？彼の最初の手紙であるテサロニケ人への手紙を読むと、教会と共に携え挙げられることが彼の考えであり希望だったことに疑いはありません――「……私たち生き残っている者たちは、携え挙げられるでしょう……」。多くの年月が過ぎ去って、人生の最後に向かいつつあった時、自分の去り方はそうではないことを彼は理解するようになりました。そこで、率直に言いました。「……私はすでにささげられています。私が去る時が来ようとしています」。どのような形でそうなるのか彼はわかっていました。しかし霊的に彼の内なる命においては、最初に願ったとおりに、彼は最後に本当に携え挙げられたのです。それは死ではありませんでした。敗北ではありませんでした。死の支配ではありませんでした。死に対する勝利であり、死を征服したのです。それは栄光でした。彼は全き確信と全き勝利のうちに突き進むことができました。霊の中で叫びつつ突き進むことができました――「イスラエルの戦車よ、その騎兵よ！」。彼はすべてを超越していました。行程がいかなるものであれ、復活の命は本来、携え挙げの化身です。ですから、文字どおり戦車で上ったエリヤであれ、霊的に戦車で上ったエリシャであれ、その結果は同じことなのです。


  しかし、それ以上のことがあります。パウロは復活の二つの相を心に思い描いて信じていました。第一に、彼は内なる復活を持っていました。復活の命が彼の内に常に働いていました。ですから、死の働きをすべて超越していました。霊の中で彼は常に死を超越していました。復活の力を内なるものとして知っていたのです。


  しかし、第二に、彼はその結果の特別なある形の上に、自分の心を定めて信じていました。彼だけがそれを「死者の中からの格別な復活」と呼びました。このようなものを見せてくれるのがパウロです。彼の願いと志は、たんに死者の中からの復活に達することではありませんでした。もしあなたが救われているなら、達成したことが何もなくても、死者の中からの復活を享受するでしょう。永遠の命を持っている事実が、あなたが死者の中から復活する保証です。与えたいと思う者に永遠の命を与えて、終わりの日によみがえらせることを、主イエスは完全に明らかにしておられます。しかし、終わりの日に先立つある日があります。その日はパウロが追い求めていた日です。彼が述べたのは終わりの日の復活ではなく、死者の中からの格別な復活です。これは彼にとって携え挙げを意味しました。主の民全員がこれにあずかるわけではありません。ピリピ三・十には意味があり、その言葉は真剣に受け止めるべきものである以上、これは次のことをきわめて明確に示しています。すなわち、この復活は永遠の命の賜物と共に与えられる一般的復活ではなく、賞なのです。死者からの一般的な復活は賞ではありません。神の無代価の賜物に伴うものです。賞は常に、パウロが完全に明らかにしているように、そのために働いて追い求めるべきものであり、失うおそれがあるものです。この格別な復活は、彼がそれに向かって懸命に身を伸ばした賞です。


  ここでこの章の第一局面が終わります。そして、第二局面が必要になります。なぜなら、一本の矢の後に他の矢が続かなければならないからです。


  ２．矢で地面を打つこと


  エリシャはこの一本の矢を放つだけでは済ませません、この一本の矢は完全な決定的解放を預言するものでしたが、彼は直ちに別の道を取ります。それによって、これを王に完全に所有させようとします。結末に期待しつつ、それを前もって確保させようとします。この一本の矢が放たれた時、「これは主の解放の弓である！いつの日か――だいぶ先になるかもしれませんが――完全な解放が成し遂げられます。この矢はそれを告げるものです」とエリシャは言ったかもしれません。彼はそれで済ますこともできたかもしれませんし、それはある程度慰めを意味するものだったでしょう。その慰めはテサロニケ人への第一の手紙四・十六～十七節から得られるものであり、究極的にはすべての聖徒――亡くなった人も生き残っている人も――よみがえらされるという慰めです。これはいつか最終的勝利を迎えます。これは大まかに述べたものです。テサロニケ人への手紙に記されているのは概要にすぎませんが、この概要の中に入り込むにはもっと多くの聖書の御言葉が必要です。パウロはそこでは包括的にしか述べておらず、それ以上のことを私たちに告げていません。これを噛み砕くにはもっと詳しい説明が必要です。この概要を取り上げて、「携挙、復活、主の来臨に関する教理はこれに尽きる」と言うのは公正ではありません。


  エリシャはこれをそのままでは済ませません。彼はヨアシに言います、「矢を取って（中略）地面を打ちなさい」。結末に期待して、今それを握りなさい。今それを有効化しなさい。ヨアシは自分の矢を取って、一度、二度、三度打ちますが、それでやめてしまいます。エリシャは尋ねます、「なぜそこでやめるのですか。なぜもっと得られるのにそうしないのですか。なぜいま最後まで突き進んで、すべてを一気に所有しないのですか」――「……今、あなたはシリヤを三度しか打てません」。これがあなたの栄光の度合いです。あなたはもっと先に進んでさらに大いなる栄光を得、もっと優位に立って勝利を知ることができたのに、あなたはその度合いを自分で制限してしまったのです。


  これがピリピ人への手紙の三章になんとぴったりなのかを見てください。勝利と栄光の度合いは、キリストの復活の力を信仰によって適用する度合いです。私たちが今扱っているのは救いの問題ではなく、救いに関する神の全き御旨です。パウロがピリピ人にこの手紙を書いて、この手紙の第三章にさしかかった時、彼はまるで打ちまくって、ついにはすべてを得たかのようでした――「……この一事を私は努めています。後にあるものを忘れて……」――これはキリストとその復活の力をきわみまでも握ることでした――「……それは私が彼を知り（中略）何とかして格別な復活（ギリシャ語）に達することができるためです……」。ここに神の全き御旨に達しないままやめてしまわない人がいます。


  主の民は多かれ少なかれキリストの全き栄光に至ろうとしており、多かれ少なかれ普遍的主権の地位に至ろうとしています。それは、キリストの復活の力をいま信仰によって適用する度合いに応じてです。パウロは別の箇所で、「復活においては、等級に違いがあります。太陽の栄光、月の栄光、星の栄光が異なるように、復活においてもそうです」と述べています。あなたは太陽の栄光、キリストの全き栄光を望むでしょうか？それには、キリストの復活の力を信仰によって適用する道をいま突き進む必要があります――「……私がいま肉体にあって生きている命を、私は信仰によって、神の御子を信じる信仰によって生きます」。次に、基礎を据えたら、キリストとその復活の力を知る事を追い求めなければなりません。


  要点は、失いかねないものがあるということです。それは私たちの救いではないかもしれませんが、栄光の度合いや、主が私たちに占有させて享受させようとしておられる地位かもしれません。それに届かないかもしれないのです。神の御言葉が指摘しているところによると、荒野で倒れたヘブル人の世代は自分たちの嗣業を失いました。パウロはこの原則を推し進めて、「あなたは救いを受けることができますが、火を通って命からがら救われるだけかもしれません。あなたが救いを失うことはないかもしれませんが、神が救いによってあなたに得させようとしておられる他のものをすべて失うかもしれません」と述べています。神が用意しておられる、条件を満たさなければ得られない何かがあるのです。これを、「聖徒たちのうちにある嗣業」という神ご自身の必要と、神ご自身の御旨の光に照らして見る時、また、神とその御子がどんな代価を払われたのかという光に照らして見る時、神の全き願いに満たないもので満足することは罪となります。カルバリが意味するところを主イエスがすべて忍ばれたのは、私たちを地獄から引き上げて救うためだけではありません。主イエスの十字架はそれを遥かに超えたものと関係しています。これは新約聖書の地位にかなりの光を投じます。


  ３．死体がエリシャの体に触れて生き返ったこと


  「さて、モアブの略奪隊は年が改まるごとに、国に侵入するのを常とした。時に、一人の人を葬ろうとする者たちがあったが、略奪隊を見たので、その人をエリシャの墓に投げ入れた。その人はエリシャの骨に触れるとすぐ生き返って立ち上がった」。


  キリストの復活の力を知ることは、その死に同形化されることによります。それは死におけるキリストとの一体化という基礎に基づきます。この箇所で、この人はエリシャの墓の中に落ちて、エリシャの死と一体化されました。型として、彼はパウロが「……それは私がキリストとその復活の力を知り、その苦難の交わりとを知って、その死に同形化され……」と述べている立場に至りました。しかし、キリストの死への同形化こそまさに、キリストの復活の力を知る道でした。キリストとの死における一体化がまさに、復活の命という結果になったのです。


  主イエスの死は受動的なものではないことを、私たちは常に覚えておかなければなりません。主イエスの死は強力なエネルギーであり、強力な力です。主イエスの死には、死が立ち向かえない何かがあります――「……それは死を通して、死の力を持つ者を滅ぼすためでした」。これには一つの謎があります。どうやって死が死を殺すのでしょう。しかし、キリストの場合、そうだったのです。主イエスの死は他の人のどんな死とも異なります。それは異なる死であり、強力な死であり、力ある死です。


  この人はエリシャの骨に触れて、この死の立場の中に死に対する勝利、死を滅ぼす力があることを見いだしました。


  これは、死におけるキリストとの一体化に関する私たちの考えに対する、とても強力な追加の言葉となるべきです。なぜなら、「このような言葉が用いられる時、それは出て行ってすべてを失うことです。すべてが死、死、死です！」と、人々は考えてばかりいるからです。復活の命を新しくさらに知ることなく、死における主イエスに触れることは決してできません。主イエスが御霊によって私たちをその死のさらに豊かな意義の中にもたらされる時、それは次のことを意味します。私たちはきっぱりとこれに決着をつけようではありませんか。すなわち、それ自体が復活の命の新たな度量を意味するのです。この二つは同行するのであって、それ以外にありえません。それは命に至る死です。益に至る損失です。この命と益は死や損失とは異なる種類のものです。死と損失は、遅かれ早かれ、いずれにせよなくなるものにすぎず、たとえ残ったとしても、その価値はきわめて疑わしいものです。しかし、この命と益は永遠であって、その中に神のすべての富があります。だからパウロは、喜びをもって、キリストの死への同形化を賛美できたのです。彼はこれを、まるですべてを失ってしまうかのような嘆きの言葉で決して述べません。キリストの死に同形化されることについて述べる時、彼の顔に影は無く、彼の声にうめきはありません。それは勝利の叫びです。彼の追い求めているものがここにあります。


  パウロはこの交換の価値を熟知しています。この交換は、自分の命を主の命と交換することです。この交換について、彼はまさにこの手紙の中で述べています――「私にとって益であったものを、私はキリストのゆえに損失であると見なしました（中略）私の主であるキリスト・イエスを知る知識の卓越性のゆえに……」。この知識の性質は何でしょう？「それはキリストとその復活の力を知るためです」。これがこの知識の卓越した性質です。それはこの世で人に臨みうるいっさいのもの――人がそれをこの世で益と見なすであろうもの――に優ります。パウロはそれらをすべて集めて分類しました。彼は権力、人気、名声、地位、財産を知っていました。彼は言います、「キリスト・イエスを知る知識は、これらすべてに優る」と。それはどんな知識でしょう？「キリストとその復活の力」を知る特別な知識です。なぜでしょう？これが導く結果、この復活の命と力が持つあらゆる可能性のためです。その究極的結果のためです。それが彼を導きうる立場のためです。その立場は主ご自身の御座に決して劣るものではありません。


  私たちはかなり多くの点を省いて、様々な文脈や生じ得たかもしれない問題を追いませんでしたが、多くの特徴をまとめた大まかな概要を与えて満足することにします。問題もあったかもしれませんが、まず第一に、この諸々の事実に向き合おうではありませんか？これらは事実なのでしょうか？偏見を除き去って、大まかな質問をしましょう――「これを受け入れてはいけない理由が何かあるのでしょうか？何が妨げているのでしょう？」。もし私たちがとても率直で開いており、このような問題について偏見を抱いていないなら、私たちは光を得るでしょう。そして、その光はとても多くのことを意味するものになるでしょう。しかし、もし私たちに先入観、強い先入観があるなら、こうした事柄に触れる時、私たちは靄の中に入ってしまうでしょう。開かれた心は、多くの光を与えるための道を主のために備えます。主からのものを喜んで受け入れようとする心は、主がご自身のものを示すことを可能にします。


  さしあたって詳細はすべて措くことにして、この御言葉を正面から見て、この力強い「何とかして」に向き合うことにしましょう。「何とかして格別な復活（ギリシャ語）に達するためです……」。この「何とかして」になんということがかかっていることか！この「何とかして」にかかっているのは自分の救いではないことはわかります。私たちの救いはキリストの完成された御業と、それを信じる私たちの信仰にかかっています。しかし、この「何とかして」にかかっているものがあるのです。


  どうか主がご自身の力強い促しと、全き御旨に至らせる卓越した偉大な力の内なる働きとをもって、私たちを鼓舞してくださり、私たちが御旨に達しないことがないようにしてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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